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今月の表紙「入間東部駅伝大会」…２月27日 、大井東中学校
（ふじみ野市）を出発した選手たち。チームが一丸となり、三
芳町、富士見市を仲間とたすきを繋いで駆け抜けました。

町立中学校卒業式

　３月 日 、町内３つの中学校で卒業式が行わ
れました。３年間の友人たちとの思い出を振り返
り、仲間たちとの絆を確かめ合うと同時に、先生
方、地域の方、そして保護者の方への感謝を、思い
を込めて伝え、感動に満ちた卒業式となりました。

（写真は三芳中学校卒業式）

アートフラワー講座

　竹間沢公民館・初の開催となる「アートフラ
ワー講座」が、２月 日 に開催されました。布
に色付けし、その布を上手にスイートピーに作り
上げていきます。出来上がったアートフラワーを
見て、「かわいい」「玄関に飾ろう」と、参加者
全員がニコニコ笑顔。講師の先生も「初心者とは
思えない」と驚いていました。

交通安全

　４月の新入学の時期を迎え、安全に登校で
きるようにと、東入間交通安全協会三芳支部
より「ランドセルカバー」、三芳町交通安全
母の会より「交通安全定規」、みずほ銀行よ
り「交通安全ワッペン」が寄贈されました。

ふれあいコンサート

　障害を持つ人が、日頃の頑張りを発表す
る場として２月 日 に開催されたふれあ
いコンサート。町のみなさんと、音楽を通
じてふれあおう！と、期待に胸を膨らませ
挑んだ当日は、藤久保公民館がいっぱいに
なるほどの大盛況でした。
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平成23年度 林町政 施政方針

16 の重要施策
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現
在
三
芳
町
は
、
第
４
次
総
合
振
興
計
画
10
年
間
の
後
期
が

ス
タ
ー
ト
し
、
ま
た
、
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
が
平
成
22
年
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よ
り
ス
タ
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ト
し
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い
ま
す
。
こ
れ
ら
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画
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マ
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フ
ェ
ス
ト
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図
り
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が
ら
、
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の
重
要
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策
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ま
と
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し
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。
現
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町
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慮
し
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、
町
の
行
政

計
画
の
中
に
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置
づ
け
て
、
公
約
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

パートナーシップの
まちづくり ■住民力が活きる真の協働を推進

　まちづくりは、主権者である住民の皆さまの積極的な参画が必要です。地域の課題を

住民自らの知恵と能力で解決していく地域コミュニティーの力、すなわち「住民力」が

求められます。そのために、計画段階、及び進行中の事業などの情報を積極的に開示

し、徹底した情報公開と住民参加を一体となって進めていきます。

　市民大学講座を開設し、財政白書を住民の皆さまと行政でともに作成し、「財政の見

える化」を推進します。また、職員採用に民間人の試験委員を採用、組織の活性化と政

策能力の向上、さらには即戦力とすべく民間人の登用にも取り組みます。

　これまでの協働のまちづくりの成果と課題を整理し、新たな方向性を展望するため、

住民参加によって「協働のまちづくり推進計画」の更新策定を行います。協働のまちづ

くり条例に住民投票条例等を加え、主権者である住民が自らの地域のあり方を自己決定

できる自治基本条例の制定などに取り組んでいきます。

■行財政改革

　行財政改革は喫緊の課題です。町長交際費については支出基準を見直し、町

内の各種団体への懇親会等への出席については、個人の負担としました。その

結果前年比50％の削減となります。

　今年度は、三芳版事業仕分けを行い既存の事業の見直しを行います。予算編

成過程を公開し、特に新規事業については住民の皆さまからパブリックコメン

ト等で意見を反映していきます。また、補助金については、いったん従来の補

助金制度を廃止し、公募に改め、新たに住民による補助金審査制度を導入し、

補助金の適正化と新しい市民活動のスタートを支援します。さらには、職員の

政策提案制度や異動における自己申告制度を導入し、意欲と適性のある職員が

チャレンジする機会を設けます。職員定員管理適正化計画の見直しも行い、人

件費の削減を進めていきます。

■現場主義

　いつでも気軽に話しかけられる環境を庁舎内にも作ります。すでに１階フロアに町

長席を設置。また、４月以降は３階町長室、副町長室、秘書室を廃止し、４階フロア

に移動します。なお、３階の空いたスペースは、市民活動支援センター等住民の皆さ

まからの公募により有効利用をしていきます。

　「まちづくり懇話会」については、今年度は各行政連絡区単位ではなく、小学校区

単位で実施し、総合振興計画、公共交通等の共通テーマや地域テーマについて意見交

換を行い、未来ビジョンの構築に向け活かしていきます。また、小中学校や企業等の

町内各所の出前訪問や、どこにでも「出前町長室」として出かけ、広く意見をお聞き

し、政策形成に役立てていきます。

　藤久保１区集会所については、隣接した場所に第２集会所を建設し、一層のコミュ

ニティーの活性化を促進します。

■自治体シンクタンクの設置

　都市間競争に勝ち抜き、住民の皆さまにとって満足のいく町政運営を行うためには、自治体の政策形成能力の向

上が重要になります。そのための手段の一つとして考えられるのが、自治体シンクタンクの設置です。

　三芳モデルの（仮）三芳町政策研究所を設置します。外部の政策形成アドバイザー（学識経験者）、町内外から

の住民の皆さまにも参加していただく市民研究員、そして職員研究員により、テーマごとにプロジェクト・チーム

を結成し政策企画や政策研究を行い、改革のエンジンとします。また、町長政策マニフェストに基づく事業等の進

捗状況管理及び評価も行っていきます。

■コンプライアンス（法令遵守）

　「政治と金」の問題、マニフェストの不履行、今、政治は国民から信頼を失い、その権威は失墜しています。政

治家も行政を預かる職員も、公正な職務の遂行を確保し、住民に信頼される町政を確立しなくてはなりません。そ

のためのコンプライアンス条例（法令遵守）を制定し内部統制の強化を図っていきます。また、昨年、議会では政

治倫理条例を制定しましたが、町長、副町長、教育長、特別職等の政治倫理条例を制定し、高い倫理意識をもって

職務を遂行していきます。

健康とぬくもりの
まちづくり ■子育て

　藤久保地域で建設が進んでいる民間保育園（定員140人）が４月から開園します。

しかし、待機児童については、第１保育所の順次閉鎖により増加に転じます。次世代

育成支援行動計画に基づき、定員確保のため新たな保育所の開設に向けて調査を行っ

ていきます。また、町立の第２、第３保育所について、保育児童の安全の確保のた

め、町の耐震計画に沿って平成23年度耐震診断を実施します。

　子育て支援策については、シングル家庭の負担軽減と支援のためファミリーサポー

トセンター利用料の助成にも取り組んでまいります。また、２月から開始しました任

意予防接種のヒブ・小児肺炎・子宮頸がん予防ワクチン接種については、全額公費負

担を行い、女性と子どもの命を守ります。（※ワクチン接種は一時見合わせています。）

■いきいきと安心して暮らす

　聴覚障害者が円滑な社会生活を営み、社会活動への参加を保障するために手話奉仕員養成講習会の開催、

「聞こえに関する講演会」など普及啓発活動を実施します。また、障がい福祉サービス等の確保に関する

実施計画として「第３期障がい福祉計画」の策定を行います。

　心身障害者地域授産施設「三芳太陽の家」は、障害者自立支援法に基

づく障がい福祉サービスの生活介護を行う事業所に移行します。今まで

は、町が設置及び管理をしていましたが、設置運営が社会福祉法人入間

東部福祉会となります。併せて、福祉喫茶ハーモニーについては、障が

い者の就労支援の場になるよう入間東部福祉会と連携して運営を行える

ように努めていきます。

　新年度において高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画を策定しま

す。ぬくもり健康入浴事業については、近隣市を調査し、助成対象者を

60歳から65歳以上に改めました。
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■生きがいと自己実現

　３公民館で開講されている高齢大学では、高齢者の学習意欲や生きがいづく

りのために、さらに活動を支援していきます。

　三芳町中央図書館では、資料購入費を増額し、参考図書の買い替えなど蔵書

の充実を図っていきます。また、ブックスタート・プラスを新規に始め、物語

を理解して絵本を楽しめる「読み聞かせの黄金期（３～７歳ぐらい）」を迎え

る時期を大切にします。

　社会教育関係事業は、新規事業はなく継続事業ですが、家庭教育・子育て支

援事業、週末活動推進事業、青少年健全育成事業、人権教育・啓発推進事業な

ど社会教育が円滑に行われるように生涯学習活動を支援し、施設等の環境整備も継続して進めていきます。

　近世開拓史資料館跡地利用に関しても、埼玉県と協議の上、具体的な提案をしていけるように努めます。

■都市基盤整備とビジョンの構築

　北松原地区と藤久保第一地区の土地区画整理事業が進められています。今後、事業内

容の精査を行い、早期完成によって事業費の節減に努めてまいります。多くの住民の皆

さまは、鶴瀬駅から国道254号線までの鶴瀬駅西通り線の全幅員での開通を何よりも早

く望んでいます。しかし、現実的には思ったより時間がかかる見込みで、組合の協力を

得ながら最優先課題として進めていきます。

みどり豊かで安心の
まちづくり

■交通政策

　信号機の設置については、管内での設置数が極僅かで、要望に沿えない現状が続いて

います。引き続き積極的に要望活動を実施していきます。

　志木大橋の補修及び耐震補強工事を実施します。なお、幹線道路については、高齢者

や障がい者等にとっても安全で快適な通行のために、段差の解消を始めとしたバリアフ

リー化の推進に取り組んでいきます。

　新たな公共交通に関する交通審議会からの答申を受けて、（仮）三芳町政策研究所の

公共交通検討プロジェクトチームで市民研究員参加の下、新たな公共交通の導入に向け

調査研究を行っていきます。

■水

　水道事業について、本年度においては、着水井・浄水池改築工事を実施し、安全で安心できる水を安定的に供給

するための整備を進めます。また、水道事業の健全運営のために、今後、審議会等で水道料金のあり方等について

広く住民の皆さまからご意見をお聞きしていきたいと考えています。

　一般下水道事業については、藤久保第２区の雨水対策事業を引き続き実施し、新たに上富第１区地内の町道幹線

10号線から砂川堀へ下水道管を布設する雨水対策事業を実施します。

■公園と緑

　緑地保全事業については、平地林の適正管理を目的に、まちづくりネットの「みよ

しグリーンサポート隊」との協働による平地林管理を推進します。また、保存樹木の

枯れ枝落下事故を防止することを目的に、道路に面する保存樹木診断を実施します。

後世の子ども達に緑豊かな環境を残していくために、生態系に配慮しながら植樹す

るなど、町民を上げて保全する仕組みなどの導入に向けて取り組んでいきます。

　公園整備では、「緑の基本計画」にある多福寺森の公園、庁舎周辺の総合スポー

ツ公園構想など、生態系に配慮し、子どもからお年寄りまで憩える自然公園の開設

に向けて調査研究を行っていきます。

■一般廃棄物処理

　平成28年度の稼働を目指している広域ごみ処理施設建設

事業は、循環型社会の形成のためにふじみ野市と広域に整備する事業です。本年度は、

環境影響調査、施設基本設計、事業者選定、地域整備等を実施します。

　また、一般廃棄物をめぐる社会情勢の変化や広域ごみ処理施設の建設等を踏まえ、町が

行う一般廃棄物処理のための基本方針である「一般廃棄物処理基本計画」を策定します。

環境と調和した活気
あふれるまちづくり

■農業

　農業改善事業では、新たに農業用ハウスについても補助対象としました。また、

本来機能すべき土などの自然生態系をとりもどした農法を推進するための有機農業

の調査研究にも取り組んでいきます。

　体験農園・市民農園の需要も増えています。新たな開設への支援をし、「農業の

町・三芳」を近隣の自治体にも発信できるように取り組んでいきます。

■三芳を輝く町に

　当町は、「日本の里100選」に選ばれた三富新

田、こぶしの里、車人形、狭山茶、川越いも、新

鮮な野菜など豊かな歴史、景観、産物が多くあり

ます。これらの観光資源を発掘・活用し「住んで

よし訪れてよし」の町を目指します。（仮）三芳

町政策研究所の観光の町検討プロジェクトチーム

で市民研究員参加の下、政策研究し観光のまちづ

くりを推進していきます。

　また、今年は川越いも作りを始め260年の年にあたります。これを記念して

三富新田で世界一の「いも掘り大会」を行い、ギネスにチャレンジし、三富新

田や三芳の野菜を広くＰＲしていきます。

　前年度に引き続き、県の雇用創出基金を活用して緊急雇用対策事業を行います。

　商店街の活性化のため、商店街の街路灯にかかる電気料金について、その全

額を町から補助します。

おわりに

　未来に向けて豊かな三芳町を築いていくことは容易ではないと思います。しかし、苦

境はつきもの、これを乗り越えれば、必ず命あるものは天高く伸びていくと信じていま

す。今日一日一日を、人生最後の日という気持ちで燃焼し尽くす思いで町政運営に取り

組んでまいります。それが私に課せられた使命だと受け止めています。

　町民の皆さま並びに議員各位におかれましては、なお一層のご理解とご協力を賜りま

すよう重ねてお願い申し上げます。

※より詳しい施政方針をご覧になりたい方は、町ホームページ「町長室→町長メッセージ集」をご覧ください。

　ＵＲＬ：http://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/town/about/cyoucyou-shiseihousin-20110228.html

■教育

　平成23年度は、竹間沢小学校校舎、並びに三芳中学校体育館・柔剣道場の耐震化工事

を実施します。この工事が完了すれば、耐震化率は80％を超える予定です。また、次年

度の工事に向けて、唐沢小学校体育館並びに三芳中学校校舎の耐震補強設計を実施して

いきます。また、開かれた教育行政を目指し、学校教育を柱とした教育に関しての総合

的な中期計画として「三芳町教育振興基本計画」を策定します。

　義務教育の９年間を通して継続的で一貫性のある小中一貫教育を推進します。また、

新学習指導要領の全面実施に伴い、町費採用の英語指導員、理科支援員、学習指導員、

特別支援教育支援員等を配置し、児童生徒一人ひとりにきめ細かな指導を充実させます。

「みどりの学校ファーム」では、児童が農業体験活動を行い、生命や自然、環境や食物

などに対する理解を深めるとともに、情操や生きる力を身につけることを目的にさらに推進していきます。

　中学生海外派遣事業については、アジアの近隣の国へ青少年を派遣し、アジアの仲間との友好と国際理解を深め

るための調査を実施します。

　学校給食センターについては、昨年より学校給食センター建設検討委員会で給食センターの建設について検討を

重ね、答申を受けた後、児童・生徒に安心・安全で美味しい給食を提供できるよう用地の選定等も含めて速やかな

対応をしていきます。

豊かな生涯学習を
はぐくむまちづくり
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平成23年度一般・特別・企業会計予算のあらましを              お知らせします。

一般会計 116億8,788万       5千円

　三芳町の平成23年度予算が、３月定例議会で可決されました。
これは、今年度町で行う事業に要する経費と、そのために必要な収入の見通し
をたてたものです。
　予算総額は、一般会計と特別会計をあわせて１８５億９,０１８万６千円とな
り、前年度に比ベ３億５,２７５万８千円、１.９％増となっています。また、
水道事業の今年度業務予定量は、給水戸数１万５,６３０戸、１日平均給水量
１万５,５００ としました。

　予算総額は９億2,846万５千円で、前年度当初予算に

比べて、13.50％の増となっています。

　歳入については、分担金及び負担金320万円、使用料

及び手数料４億5,041万９千円、一般会計からの繰入金

２億5,100万円、町債4,330万円などです。

　歳出については、総務費３億8,473万８千円、事業費

6,076万円、公債費４億7,996万７千円などです。

　本年度の主な事業は、北松原土地区画整理地内の整備です。

問い合わせ　上下水道課（内線257）

　後期高齢者医療特別会計は、高齢者の医療の確保に関

する法律に基づいて、75歳以上の人（一定の障害がある

人は65歳以上）に納めていただいた後期高齢者医療保険

料を管理するための会計です。

　予算総額は２億7,076万５千円で、前年度当初予算に

比べて5.29％増となっています。

　歳入については、後期高齢者医療保険料が２億3,192

万５千円、一般会計繰入金が3,846万５千円などです。

　歳出については、後期高齢者医療広域連合納付金の

２億6,605万９千円が大部分を占めています。

　なお、平成23年１月末現在の被保険者数は、2,720人です。

問い合わせ　住民課（内線154）

　企業会計は「独立採算制」を原則としており、町では

水道事業がこれにあたります。今年度の業務予定量は、

給水戸数1万5,630戸、１日平均給水量1万5,500 といた

しました。

　収益的収支（給水事業予算）は、収益７億2,989

万６千円に対し、費用７億5,496万８千円となっています。

　また、資本的収支（水道施設整備予算）は、収入１億

6,891万５千円、支出５億5,714万４千円となっています。

　今後は、配水管布設替事業及び浄水場整備事業を強化

するとともに、経費削減及び健全経営並びに安定給水に

努力してまいります。

問い合わせ　上下水道課（内線254）

　予算総額は、40億9,786万８千円で、前年度当初予算

に比べて0.99％の減となっています。

　歳入については、加入者が納付する国民健康保険税が

９億7,708万７千円、国庫支出金が７億1,554万４千円、

療養給付費等交付金が１億3,647万円、前期高齢者交付

金が13億1,790万４千円、県支出金が１億3,903万２千円、

共同事業交付金が３億5,092万７千円および一般会計繰

入金が３億6,000万円などです。

　歳出については、医療費などの保険給付費が28億

1,981万４千円、後期高齢者支援金等が５億4,182万９千

円、介護納付金が２億1,274万７千円および共同事業拠

出金が３億9,299万４千円などです。

　なお、平成23年１月末現在の加入世帯数は、6,360世

帯、被保険者数は11,927人で、総人口に対する割合は

31.27％です。

問い合わせ　住民課（内線154）

水道事業会計

下水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計
　予算総額は、16億520万３千円で、前年度当初予算に

比べて10.10％の増となっています。

　歳入については、65歳以上の第１号被保険者が納入す

る保険料が３億3,609万２千円、国庫支出金が２億8,750

万１千円、支払基金交付金が４億6,821万４千円、県支

出金が２億3,186万１千円、一般会計繰入金及び基金繰

入金が２億7,781万６千円などです。

　歳出については、居宅介護サービス及び施設介護サー

ビス等の保険給付費の15億5,221万１千円と地域支援事

業の2,800万円などです。

　なお、要介護認定者は平成23年１月末で877人です。

問い合わせ　健康増進課（内線184）

億

億

億

億

億

億

当初予算の推移

億
７

５
６
５
万
円

億
１

６
３
３
万
２
千
円

億
６

５
２
５
万
６
千
円

億

一般会計

歳　出

民生費

教育費

総務費

土木費

衛生費

公債費

歳
入
・
歳
出
の
内
訳
（
単
位

：

千
円
）

町債 

国庫支出金 

県支出金 

繰入金 

地方消費税交付金 

諸収入 

分担金及び負担金 

繰越金 

地方譲与税 

地方特例交付金 
使用料及び手数料 
自動車取得税交付金 
利子割交付金 
地方交付税 
交通安全対策特別交付金 
配当割交付金 
財産収入 
株式等譲渡所得割交付金 
寄附金 

農林水産業費 
商工費 
労働費 
予備費 

消防費 

諸支出金 

議会費  

歳　入

町税

年度 年度 年度 年度

億
８

７
８
８
万
５
千
円

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
日
本

の
経
済
情
勢
は
い
ま
だ
景
気
が
足
踏
み
状
態
に
あ

り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
町
の
自
主
財
源

で
あ
る
町
税
等
の
収
入
も
や
や
も
ち
直
す
中
、
社

会
保
障
経
費
等
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ
、
厳
し
い

財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
所
要
財
源
の
確
保

に
努
め
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
等
、
新
た
な
事
業
並
び
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

実
行
に
係
る
諸
経
費
を
計
上
し
、
総
額
116
億
８

７
８
８
万
５
千
円
、
対
前
年
度
比
１

１
％
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
財
源
と
し
て
は
、
町
税
が
全
体
の

61

３
％
を
占
め
、
国
庫
支
出
金
９

２
％
、
町
債

７

３
％
、
繰
入
金
５

２
％
、
県
支
出
金
５

１

％
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
民
生
費
が
全
体

の
32

０
％
を
占
め
、
つ
づ
い
て
総
務
費
15

５

％
、
教
育
費
12

５
％
、
土
木
費
12

５
％
、
衛

生
費
10

２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
な
事
業
と
し
て
は
、
竹
間
沢
小
学
校

校
舎
耐
震
補
強
事
業
、
三
芳
中
学
校
体
育
館
（
柔

剣
道
場
含
）
耐
震
補
強
事
業
、
（
仮
称
）
藤
久
保
第

一
区
第
二
集
会
所
建
設
事
業
、
緊
急
雇
用
創
出
対

策
事
業
と
し
て
５
事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

財
務
課
（
４
１
４
）

　町では、多額のお金を必要とする事業の実施や災害な

どの緊急時のために貯金をしています。この貯金は基金

といい、町の財政運営の安定化を図るため、特定の目的

のために使うお金を積み立てているものです。財政調整

基金は、予算の歳入不足などに使用することもできます

が、その他の基金は、それぞれの目的のためでなければ

使用することができないことになっています。

一般会計基金（平成23年度末見込）

基金名 目　的 積立残高 町民一人あたり
積立残高

財政調整基金 災害などの緊急時や
財源調整のため 230,935千円 6,051円

清掃施設建設
基金 清掃施設建設のため 165,262千円 4,330円

生涯学習施設
整備基金

生涯学習施設整備の
ため 101,870千円 2,669円

地域福祉基金
在宅福祉の推進等、
地域保健福祉活動の
振興のため

6,046千円 158円

緑ぬくもり基金
緑の保全及びぬくも
りのあるまちづくり
推進のため

36,340千円 952円

高齢者福祉基金 高齢者の福祉の充実に資するため 27,336千円 716円

合計 567,789千円 14,877円
＊町民一人あたりの積立残高は、平成23年２月末の人口38,165人で計算しました。

平成23年度町の貯金（基金）の状況について
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三
月
十
一
日
、
午
後
二
時

四
十
六
分
頃
。
宮
城
県
三
陸

沖
を
震
源
地
と
し
た
最
大
震
度
７
の

地
震
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）

が
発
生
し
ま
し
た
。
三
芳
町
で
も
、

震
度
５
弱
を
観
測
。
町
で
は
、
瓦
の

崩
落
や
建
物
の
ひ
び
な
ど
、
命
に
関

わ
る
被
害
は
報
告
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
東
北
地
方
を
中
心
に
多
数
の

犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。

町
に
も
、
「
自
分
に
も
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
」
等
の

問
い
合
わ
せ
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
地
の
人
々
の

様
子
や
、
こ
う
い
っ
た
私
た
ち
の
行

動
が
世
界
に
発
信
さ
れ
、
世
界
中
の

人
々
か
ら
、
こ
の
「
助
け
合
い
」
の

精
神
が
賞
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
発
生
し
た
地
震
は
、
近
年

危
惧
さ
れ
て
き
た
首
都
圏
直

下
型
の
地
震
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
今
後
い
つ
ま
た
地
震
が
き
て

も
大
丈
夫
な
よ
う
、
備
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
必
要
以
上
に
心
配
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
準
備
と
心
構
え
が
重
要
で
す
。

豊
島
区
と
防
災
協
定
を
締
結
す
る

六
市
五
町
の
共
同
宣
言
に
基
づ

き
、
町
で
は
、
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
へ

の
救
援
物
資
搬
送
を
行
い
ま
し
た
。
提

供
物
資
は
、
町
で
備
蓄
し
て
い
る
食
品

の
一
部
（
ク
ラ
ッ
カ
ー
、
ア
ル
フ
ァ
米
、

缶
入
り
ソ
フ
ト
パ
ン
）
と
米
２
ｔ
、

木
村
屋
総
本
店
三
芳
工
場
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た

一
万
五
千
食
の
パ
ン
で
す
。

常
陸
大
宮
市
で
は
、
人
的
被
害
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
も
の
の
、
家
屋
の
倒
壊
や

塀
の
崩
落
、
道
路
の
亀
裂
・
陥
没
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
電
気
、

水
、
電
話
等
が
ほ
ぼ
不
通
と
な
っ
て
お
り
、
主

に
食
事
や
ト
イ
レ
に

支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。

避
難
所
と
な
っ
た
本
庁
舎
で

は
、
廊
下
や
会
議
室
ま
で
避
難
し

た
人
が
溢
れ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
重
要
性
、
そ
し
て
、
今
回
の
地
震
の

恐
ろ
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

地
震
当
日
、
停
電
で
消
え
て
し
ま
っ
た
信
号
機
に
代
わ
り
手
信
号
を
行
う
警
察
官 

帰
宅
困
難
者
の
宿
泊
場
所
と
な
る
武
道
場
に
災
害
用
毛
布
を
準
備
す
る
淑
徳
大
学
職

員 

株
式
会
社
木
村
屋
総
本
店
三
芳
工
場
よ
り
提
供
い
た
だ
い
た
救
援
物
資
用
の
パ

ン
（
一
万
五
千
食
） 

（
社
）
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
所
沢
支
部
の
協
力
を
得
て
茨

城
県
常
陸
大
宮
市
に
救
援
物
資
を
輸
送

【常陸大宮市内】 塀が崩落している 割れたガラスの集積場 本庁舎内

の避難所・ソファの上で避難生活を送っている 三芳町災害対策協力会、

三芳町・常陸大宮市職員、自衛隊員で救援物資の荷降ろしを行っている

三芳町 秩父市

栃木県
那須烏山市

長野県
箕輪町

岐阜県
関市

群馬県
神流町東京都

豊島区

茨城県
常陸大宮市

福島県
猪苗代町

新潟県
魚沼市

岩手県
一関市

山形県
遊佐町

豊島区と
防災協定を結ぶ

６市５町

共同宣言
参加自治体

地震　そのとき、三芳町は…

8

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

《
例
》
・ 

水
、
乾
パ
ン
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
缶
詰
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
等
の
食
品

で
、
家
族
が
２
日
間
程
度
飢
え
を
し

の
げ
る
量

　
　
　

・
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
予
備
電
池

　
　
　

・
ラ
イ
タ
ー
、
ナ
イ
フ
、
ロ
ウ
ソ
ク

　
　
　

・ 

救
急
医
薬
品
（
病
気
治
療
中
の
方
は

予
備
の
治
療
薬
）

　
　
　

・
衣
類
、
手
袋
、
タ
オ
ル

　
　
　

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
災
頭
巾

　
　
　

・
紙
お
む
つ
と
乳
幼
児
用
の
食
品

　
　
　

・
印
鑑
、
預
金
通
帳
、
現
金

地
震
が
発
生
し
た
ら

○
自
分
の
身
を
守
る

　

・
テ
ー
ブ
ル
や
机
に
身
を
隠
す 

　

・
頭
を
座
布
団
や
枕
で
保
護
す
る 

○
最
も
恐
ろ
し
い
火
災
の
発
生
を
防
ぐ

　

・
コ
ン
ロ
は
消
し
て
ガ
ス
の
元
栓
を
し
め
る 

　

・
電
気
製
品
は
プ
ラ
グ
を
抜
く 

　

・
火
が
出
た
ら
初
期
消
火
を
行
う 

　

・ 

避
難
す
る
と
き
に
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と

す
（
通
電
火
災
の
予
防
に
な
り
ま
す
）

○
逃
げ
る 

　

 

あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
す
と
、
瓦
や
看
板
、

ガ
ラ
ス
片
が
落
ち
て
き
て
危
険
で
す
。

そ
の
他

○ 

普
段
か
ら
、
地
域
や
職
場
等
の
防
災
訓
練
に

参
加
し
、
消
火
器
の
使
い
方
な
ど
に
慣
れ
ま

し
ょ
う
。

○ 

普
段
か
ら
家
族
で
、
集
合
場
所
や
連
絡
方
法

を
現
実
的
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
詳
し
い
こ
と
は
、
入
間
東
部
地
区
消
防

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
い
た
だ
き
、
「
も
し
も
」
の
時

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　
　

h
ttp
://w

w
w
.iru
m
a
to
h
b
u
1
1
9
.jp
/

　

東
北
関
東
大
震
災
被
災
者
支
援
の
た
め
、
左

記
の
施
設
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

いま、
わたしたちが
できること

協
力
す
る

寄
附
す
る

備
え
る

9

《日本赤十字社》

・役場福祉課窓口

問い合わせ

　日本赤十字社埼玉県支部三芳町分区

　〔福祉課（内線172、173）〕

《中央共同募金会》

・役場住民課窓口

問い合わせ

　社会福祉協議会　 258－0122

《三芳町》

・役場福祉課窓口

・町内各出張所（藤久保・竹間沢）

・町内各公民館

　（藤久保・竹間沢・中央）

・中央図書館

・総合体育館

・文化会館（コピスみよし）

問い合わせ

　政策秘書室（内線422、423）

最新の情報は、随時、町のホームページ、Twitter
（ツイッター）でお知らせしています。

　

今
回
の
地
震
で
東
京
電
力
の
設
備
が
大
き
な

被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
電
気
の
供
給
力
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
被
災
地
を
始
め
、
必
要
な
場

所
・
施
設
に
送
電
す
る
た
め
に
も
、
節
電
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
食
料
・
日
用
品
の
極
端
な
買
い
急

ぎ
に
よ
り
、
物
資
が
被
災
地
に
回
ら
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
「
平
常
時
に
お
け
る
需

要
に
対
し
て
は
、
各
社
と
も
十
分
な
供
給
能
力

を
有
し
て
い
る
」
と
、
経
済
産
業
省
が
発
表
し

て
お
り
、
過
度
な
心
配
は
不
要
で
す
。
本
当
に

「
今
」
そ
れ
が
必
要
な
の
か
を

考
え
、
譲
り
合
う
心
を
も
っ
て
生
活
物
資
の
購

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
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庁
舎
空
き
ス
ペ
ー
ス
有
効
利
用
の

ア
イ
デ
ィ
ア
募
集

　

町
で
は
、
４
月
よ
り
町
長
室
、
副
町
長
室
、
旧
秘
書
広
報
室

を
廃
止
し
、
４
階
フ
ロ
ア
へ
移
動
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
３

階
の
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
利
用
方
法
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

さまざまなアイディアを
お待ちしています。

○○があったら
いいな

○○支援
のための

○○セン
ターの設

置

具体的な提案から
思いつきまで！

11

　

近
年
の
社
会
環
境
の
変
化
等
に
伴

い
、
団
員
数
の
減
少
や
団
員
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
化
な
ど
、
様
々
な
問
題
に

直
面
す
る
中
、
消
防
団
に
も
女
性
の

活
動
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

三
芳
町
消
防
団
で
は
、
平
成
18
年

４
月
に
女
性
消
防
団
員
５
名
を
採
用

し
、
仕
事
や
家
事
を
し
な
が
ら
、
防

火
Ｐ
Ｒ
や
防
災
意
識
の
啓
発
な
ど
、

女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
い
広
報

活
動
等
を
主
に
、
地
域
の
た
め
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
女
性
の
皆
さ
ん
も
消
防
団

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
団
資
格

　

年
齢
／
20
〜
40
歳

　
　
　

※
学
生
・
主
婦
で
も
可

　

心
身
と
も
に
健
康
な
方

　

 

入
間
東
部
地
区
消
防
管
内
に
居
住

し
て
い
る
方
（
三
芳
町
・
富
士
見

市
・
ふ
じ
み
野
市
）

そ
の
他

　

年
俸
・
退
職
金
制
度
あ
り

問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課
（
内
線
265
・
266
）

４月１日より

役場の一部組織が
変わります

　町の政策形成力向上のため設

置する「（仮）三芳町政策研究

所」の一歩として、役場内の機

構を一部改正します。

国民年金

副
町
長
、
教
育
長
、
公
平
委
員
、

監
査
委
員
、
教
育
委
員
を

ご
紹
介
し
ま
す

　

議
会
の
同
意
を
得
て
、
４
月
１
日
付
け
で
選
任
さ
れ
た
方
々
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

  

政
策
秘
書
室
・
総
務
課
・

教
育
総
務
課

監査委員　早川　悦雄（新任）

公平委員　平岡　直也（再任）

公平委員　砂川　悦広（新任）

教育委員　長野真寿美（再任）

副町長　森田陽一郎教育長　桑原孝昭

国民年金の加入方法
国民年金は誰もが加入する制度です。

　日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべて

の方は、国民年金に加入することになります。

　加入者は、職業などによって３つのグループに分

かれており、それぞれ加入手続きが異なります。

・第１号被保険者
　自営業者、学生、フリーター、無職の方など

【加入手続き】 ご自分で役場住民課保険年金係

の窓口で行います。

・第２号被保険者
　 会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合

に加入されている方

【加入手続き】勤務先が行います。

・第３号被保険者
　 第２号被保険者に扶養されている配偶者の方

【加入手続き】 第２号被保険者の勤務先を経由

して行います。

問い合わせ　住民課保険年金係（内線156）　FAX274－1101

総合政策課 総 務 課

秘書広報室 政策秘書室

総合政策課内政策推進係の
機能が移行となります。

（仮称）政策研究所市民研究員募集
　町では、町政に関する総合的な調査研究を行うため、「（仮称）三芳
町政策研究所」を設置します。
　この研究所では、町の政策や調査研究を各分野ごとにプロジェクト
チームを設けて取り組んでいく予定です。プロジェクトチームは、職
員・市民研究員とアドバイザーの１チーム９人程度で構成されます。
　そのプロジェクトチームの市民研究員を公募します。

審議会等委員
公募 !

あなたも町政に

参加してみませんか？

　町では、町民参加による開か

れた町政を推進し、町民の皆さ

んと町政運営を行うために、委

員の任期満了などの時期に合わ

せ、審議会や委員会等に公募委

員枠を設けて委員を公募してい

きます。

　公募の方法等、詳細について

は、広報・ホームページ等で随

時お知らせしていきますので、

ぜひご応募いただき、あなたの

声を町政にお届けください。

《今後公募を予定している

　　　　　　　主な審議会等》

・交通審議会

・公民館運営審議会

・社会教育委員　他

問い合わせ

　政策秘書室政策推進係

（内線 422）

応募締切　５月６日

応募方法　 郵送、ＦＡＸ、Ｅメールで

応募してください。

郵送

　〒354－8555

　　三芳町大字藤久保1100－１

　　三芳町役場財務課管財営繕係

ＦＡＸ　274－1055

Ｅメール

　zaimu@town.saitama-miyoshi.lg.jp

問い合わせ　財務課管財営繕係

（内線418、419）

※ 空きスペースの床面積等、概要につ

いては、上記までお問い合わせくだ

さい。

主
な
活
動
内
容

・ 

上
級
救
命
講
習
会
及
び
普
通
救
命

講
習
会

・
広
報
活
動

・
ラ
ッ
パ
隊
所
属

※ 

詳
細
は
、
三
芳
町
消
防
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
消
防
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.m
iy
o
s
h
i-

sy
ou
b
ou
d
an
.n
et/

◆ 政策秘書室…総合振興計画、

重要施策、広報広聴など

　 seisaku@town.saitama-miyoshi.

lg.jp

◆ 総務課…文書法規、人事管理、

人権政策、住民相談など

　 soumu@town.saitama-miyoshi.

lg.jp

問い合わせ

　政策秘書室（内線422・423）

女
性
消
防
団
員 

募
集
！

　・平成 23 年４月 1日現在で、満 18 才以上の方

　 ・ 政策研究所の設立趣旨を理解し、調査・研究に積極的に取り組む

意欲のある方

※町内外を問いません。

☆公募人数

　・各分野ごとに、３人程度

☆応募方法

　 ・ 応募申込書と「各分野のテーマに関するあなたの思い」を 400 字

程度でまとめたものを、政策秘書室政策推進係へメール・持参・

郵送のいずれかの方法で提出してください。

　　※応募者多数の場合は、書類選考となります。

　　※締め切り 4月末日

【メールアドレス】seisaku@town.saitama-miyoshi.lg.jp  

問い合わせ　政策秘書室政策推進係（内線 422）

☆応募条件

2 31

☆各プロジェクトチームのテーマ

　　公共交通

　　　について

地域振興（観光等）

　について

行財政改革

　について
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〒356-0052　
ふじみ野市苗間1-13-28
TEL   049（261）6000（代）
FAX   049（261）4395（代）

HP　h t t p : / / w ww . i r um a t o h b u 1 1 9 . j p /
Emai l　shobo@irumatohbu119. jp（代）
火災の問い合わせ 049（263）0119（テープ案内）
救急病院の御案内  049（261）6000（休日・夜間）

入間東部地区消防組合消防本部
三芳町・富士見市・ふじみ野市

－入間東部地区消防組合防火標語－怖いのは  火よりあなたの  慣れ油断

　

日
ご
ろ
か
ら
、
消
防

行
政
の
推
進
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
入
間
東
部

地
区
消
防
組
合
管
理
者

に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
、
星
野
信

吾
副
管
理
者
、
１
月
よ

り
就
任
し
ま
し
た
林

伊
佐
雄
副
管
理
者
と
共

に
、
消
防
行
政
推
進
の

た
め
、
全
力
を
傾
注
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　

25
万
人
を
こ
え
る
入

間
東
部
地
区
の
皆
様
の

期
待
に
応
え
る
た
め
、

組
合
設
立
40
周
年
と
い

う
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト

台
に
立
っ
た
事
を
契
機

と
し
て
、
更
に
社
会
情

勢
の
変
化
に
対
応
し
た

消
防
力
の
充
実
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

管理者　高畑　博
（ふじみ野市長）

副管理者　星野　信吾
（富士見市長）

副管理者　林　伊佐雄
（三芳町長）

管
理
者
就
任
あ
い
さ
つ

被
災
地
に
職
員
を
緊
急
派
遣

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
の
被
災
地
に
む
け
、
埼
玉
県
緊

急
消
防
援
助
隊
が
同
日
出
動
し
ま
し
た
。

　

当
消
防
組
合
も
緊
急
援
助
隊
に
登
録
し

て
お
り
、
第
１
次
隊
と
し
て
水
槽
付
き
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
な
ど
の
車
両
と
、
人
命

救
助
や
消
化
部
隊
と
し
て
、
11
名
の
隊
員

を
派
遣
し
ま
し
た
。

 

被
災
地
へ
出
発
す
る
２
次
隊
員
に
む
け

た
消
防
長
に
よ
る
訓
辞

消
防
組
合
議
会
議
員
の
紹
介

　

２
月
22
日
付
け
で
、
富
士
見
市
吉
田
和

江
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
18
日

午
前
９
時
か
ら
、
富
士

見
市
に
あ
る
消
防
訓
練
場
で
、
当
消
防
組

合
ほ
か
、
近
隣
10
消
防
本
部
の
参
加
に
よ

り
、
救
助
技
術
の
正
確
さ
・
迅
速
さ
を
競

う
「
消
防
救
助
技
術
指
導
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

見
学
は
自
由
で
す
。
臨
時
駐
車
場
と
し

て
富
士
見
市
民
文
化
会
館
・
キ
ラ
リ
ふ
じ

み
の
駐
車
場
を
ご
用
意
し
ま
し
た
が
、
数

に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
自
動
車
で

の
お
越
し
は
な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
総
務
課

　

２
６
１

６
０
０
４

埼
玉
県
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

「
消
防
救
助
技
術
指
導
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

消防訓練場 案内図

　

春
先
は
風
の
強
い
日
が
多
く
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
更

な
る
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
火
災
予

防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
万
一
発
生

し
て
も
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を

守
る
事
が
目
的
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
推
進
と

不
適
正
販
売
へ
の
注
意
、
老
朽
化
し
た

消
火
器
の
破
裂
事
故
へ
の
注
意
の
ほ
か
、

放
火
に
よ
る
被
害
の
防
止
策
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
型
店
舗
な
ど
を
対
象
に

し
た
特
別
査
察
の
実
施
や
、
家
庭
内
の

防
火
対
策
の
普
及
を
目
的
に
、
消
防
職

員
・
消
防
団
員
が
一
般
の
御
家
庭
を
訪

問
し
、
防
火
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

春
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
し
た

（
３
月
１
日
〜
７
日
）

も
う
設
置
し
ま
し
た
か
？

－

住
宅
用
火
災
警
報
機

－

－　放火による被害を防ぐために　－

●ゴミや古新聞を屋外に放置しない

●ゴミは決められた時間帯に出す

●死角を作らない

●玄関先を明るくし、門扉や物置には鍵を

● 敷地内に人感センサーの設置や、音の出

る砂利を敷く等、不審者の進入を防ぐ

●車や自転車等のカバーシートは、防炎品を 火災予防キャンペーンでの初期消
火体験。

園児が「防火」のはっぴを着て通
園し、火災予防をＰＲ。

　救急救命士による高度な処置が行
える高度救命処置用資機材を積載し
ています。

　主に高さ メートルを超えるよう
な３階から５階建ての中高層建物火
災などに対応し、迅速・有効に消火
救出活動が可能です。

　従来型よりも収納スペースを大きくと
り、小回りがきく設計になっています。
　水槽には リットルの消火用水を
積載しています。

高規格救急自動車
中央消防署大井分署

m級はしご付消防ポンプ自動車
中央消防署三芳分署

水槽付消防ポンプ自動車
中央消防署大井分署

最新型車両を導入し、消防力の強化をはかりました
火
災
・
救
急
・
救
助
等
の
出
動
状
況

平
成
22
年
中
（
１
月
〜
12
月
）

　

住
宅
火
災
の
多
く
は
、
火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
が
原
因
で
す
。
昨
年
の
富
士
見

市
・
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
で
の
火
災
の
件
数
は
62
件
で
す
。
平
成
21
年
に
比
べ
て
15

件
増
加
し
て
い
ま
す
。
４
名
の
尊
い
命
と
、
多
く
の
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
の
出
動
件
数
は
９
千
２
５
８
件
で
、
平
成
21
年
に
比
べ
９
３
３
件
増
加
し
ま

し
た
。
主
な
要
因
と
し
て
、
高
齢
者
の
傷
病
者
や
、
熱
中
症
傷
病
者
の
増
加
に
よ
る
も

の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ
た
う
ち
、
約
半
数
が
軽
症
と
診
断
さ
れ

ま
し
た
。
救
急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●救急支援活動

　 　救急隊の活動を消防隊が

支援活動し、傷病者をより

安全に救急車に収容するた

めの出動。

●調査

　 　異臭や焚き火の放置など

のうち、人的被害や危険性の

少なかった物に対する出動。

●警戒出動

　 　ガソリンの流出など、危険

物除去や、ガス漏れによる

報知器の鳴動による出動。

－  主な出火原因  －

放火（疑含）　23件

タバコ等　　　７件

コンロ　　　　５件

火あそび　　　４件

その他　　　　７件

急病 
5,669件 

一般負傷 
  1,219件 

交通 
959件 
 

転院等 
746件 
 

その他 
 665件 

救急 
9,258件 

 
 

建物火災 
　32件 
 

車両火災 
　  9件 

その他 
　21件 

火災 
62件 

交通事故 
22件 

建物事故 
21件 

その他 
42件 

酸欠等事故 

  8件 

火災 
27件 

救助 
120件 

救　助 救　急 火　災

警戒出動 
85件 

救急 
支援活動 
　537件 
 

  調査 
 103件 

その他 
 24件 

警戒 
救急支援活動 
749件 

警戒等
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今
日
、
国
際
化
・
情
報
化
、
少
子
高

齢
化
や
核
家
族
化
、
地
球
環
境
問
題
な

ど
、
社
会
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
家
庭
や

地
域
の
教
育
力
の
低
下
、
そ
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
学
力
や
体
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
規
範
意
識
の
低
下

な
ど
の
喫
緊
の
課
題
が
多
く
あ
り
、
今

後
、
さ
ら
に
様
々
な
激
し
い
社
会
の
変

化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
や
教
育
を

取
り
巻
く
今
日
的
課
題
に
対
し
て
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
と
責
任
を
果
た
し
緊
密
な
連
携
の

も
と
に
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓
き
、

郷
土
を
愛
し
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く

生
き
る
三
芳
の
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す

る
た
め
に
は
、
新
し
い
教
育
基
本
法
の

「
生
き
る
力
」
と
い
う
理
念
の
も
と
に
、

小
中
一
貫
教
育
等
の
取
組
を
進
め
る

な
ど
「
確
か
な
学
力
」
「
豊
か
な
人
間

性
」
「
健
や
か
な
身
体
」
の
調
和
の
と

れ
た
教
育
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
全
て
の
住
民
が
、
豊
か
な
人

生
を
築
く
た
め
に
生
涯
を
通
じ
て
あ
ら

ゆ
る
場
で
主
体
的
に
学
び
続
け
る
と
と

も
に
「
ふ
れ
あ
い
、
学
び
あ
い
、
支
え

あ
い
」
の
多
様
な
学
習
活
動
に
取
り
組

み
、
み
ど
り
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
、

そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
三
芳
に
誇
り
と
愛

着
を
持
ち
、
住
民
参
加
と
協
働
に
よ
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
に
立
ち
、
今
後

も
、
三
芳
町
教
育
委
員
会
は
、
国
や
県

の
取
組
や
提
言
、
「
生
き
る
力
と
絆
の

埼
玉
教
育
プ
ラ
ン
」
等
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
三
芳
町
第
４
次
総
合
振
興
計

画
の
基
本
計
画

「
豊
か
な
生
涯
学
習

を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
」
に
そ
っ
て
、

「
豊
か
な
知
性
と
感
性
を
は
ぐ
く
む
三

芳
教
育
」
の
実
現
を
目
指
し
、
次
の
よ

う
な
目
標
を
立
て
、
教
育
行
政
の
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
度
情
報
化
、
国
際
化
、
少
子
・
高

齢
化
な
ど
の
変
化
の
激
し
い
社
会
の
な

か
で
、
豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
地
域
社

会
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
住
民
の
多

様
化
・
高
度
化
す
る
学
習
意
欲
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
学
習
機
会
の
提
供
や
学

習
内
容
・
学
習
方
法
の
改
善
充
実
、
さ

ら
に
、
学
校
・
家
庭
や
地
域
、
大
学
、

企
業
等
と
の
連
携
を
図
り
、
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。

◆
社
会
教
育
の
充
実

◆
青
少
年
育
成
の
充
実

◆
公
民
館
の
運
営
改
善
と
充
実

◆
町
立
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

◆
資
料
館
活
動
の
推
進
と
充
実

　

先
人
た
ち
の
築
き
あ
げ
て
き
た
歴
史

や
文
化
を
伝
え
る
文
化
財
を
調
査
し
、

保
存
す
る
こ
と
は
、
町
の
歴
史
や
文
化

を
知
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
町
の
将
来

の
姿
を
描
く
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
大
切
な
文
化
財
を
調
査
し
、
正
し

く
伝
え
る
た
め
の
適
切
な
保
存
と
、
文

化
財
を
活
用
し
た
郷
土
学
習
と
文
化
財

愛
護
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
文
化
財
の
調
査
保
存
の
推
進

◆
文
化
財
の
保
護
計
画
の
推
進

◆
文
化
財
の
活
用
と
郷
土
学
習
の
推
進

踏
ま
え
、
確
か
な
学
力
と
自
立
す
る
力

を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
児
童
生
徒
一
人

一
人
に
基
礎
・
基
本
を
徹
底
し
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
を
目
指

し
て
、
創
意
あ
る
教
育
課
程
を
編
成
し
、

体
験
活
動
や
言
語
活
動
の
充
実
等
指
導

方
法
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
児
童
生
徒
が
確
実
に
身
に
付
け
る
、

教
育
に
関
す
る
３
つ
の
達
成
目
標
「
学

力
」
「
規
律
あ
る
態
度
」
「
体
力
」
に

取
り
組
み
、
「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の

と
れ
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
一
層
推

進
し
、
生
き
る
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

◆
確
か
な
学
力
を
は
ぐ
く
む
学
習
過
程

　

・
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善

◆
国
際
性
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実

◆
特
別
支
援
教
育
の
充
実

◆
進
路
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
至
る
す
べ
て

の
住
民
の
生
涯
に
わ
た
る
様
々
な
教
育

活
動
を
通
し
て
、
人
権
尊
重
の
意
識
を

高
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
児
童

生
徒
の
人
間
性
や
社
会
性
を
は
ぐ
く
む

た
め
、
学
校
教
育
活
動
、
社
会
体
験
活

動
な
ど
を
通
し
て
「
命
を
大
切
に
す
る

心
の
教
育
」
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
生
徒
指
導
・
教
育
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
、
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど

の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
人
権
を
尊
重
す
る
教
育
の
推
進

◆ 

地
域
社
会
に
お
け
る
人
権
教
育
の
推
進

◆ 

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
道
徳
教
育
の

充
実

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
教
育
の
充
実

◆
生
徒
指
導
の
取
組
の
充
実

◆
教
育
相
談
活
動
の
充
実

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
力
を
生
か
し
、
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
正
義

感
、
規
範
意
識
や
他
人
を
思
い
や
る
心

な
ど
を
持
っ
た
児
童
生
徒
の
育
成
を
図

る
た
め
、
家
庭
教
育
や
地
域
活
動
の
支

援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
図
る
た
め
に
住
民
一
人
一
人

の
関
心
を
高
め
、
地
域
や
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
図
り
、
住
民
と
と
も
に
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

◆ 

家
庭
・
地
域
の
協
力
支
援
体
制
の
充
実

◆
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、

学
校
の
組
織
力
の
強
化
を
図
り
、
経
営

力
や
教
育
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
教

育
へ
の
情
熱
・
使
命
感
、
専
門
的
な
指

導
力
、
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
教
職

員
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
小
・

中
学
校
の
９
年
間
の
連
続
性
を
重
視
し

た
、
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

家
庭
や
地
域
の
人
々
、
企
業
や
大
学
等

と
の
連
携
を
深
め
、
信
頼
さ
れ
る
質
の

高
い
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
や
地
域
人
材

の
活
用
を
積
極
的
に
進
め
、
地
域
に
根

ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

◆
地
域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

◆
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

◆
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

◆
学
校
環
境
・
教
育
施
設
の
整
備
・
充
実

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を

　

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、

子
ど
も
の
健
康
の
保
持
増
進
、
体
力
づ

く
り
な
ど
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活

性
化
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
が
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め
る

機
会
を
つ
く
り
、
健
康
で
明
る
く
活
力

に
満
ち
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

◆
学
校
体
育
施
設
の
活
用

◆
学
校
体
育
・
健
康
安
全
教
育
の
推
進

◆
学
校
給
食
の
充
実

健
や
か
な
体
を
は
ぐ
く
む

健
康
教
育
の
推
進

7

文
化
財
保
護
と
郷
土
学
習

活
動
の
推
進

6

創
意
あ
る
学
校
経
営
の
充
実
と

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

2

ぬ
く
も
り
の
あ
る
豊
か
な

地
域
社
会
の
実
現

1

確
か
な
学
力
と
自
立
す
る
力
を

は
ぐ
く
む
教
育
活
動
の
充
実

3

人
権
を
尊
重
し
豊
か
な
心
を

は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進

4

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上

5

平
成
23
年
度
教
育
行
政
重
点
施
策

三
芳
教
育
の
目
標

　

三
芳
町
教
育
委
員
会
は
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
基
調
と
し
、
三

芳
町
民
憲
章
に
則
し
、

◆ 

未
来
を
切
り
拓
き
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対

応
で
き
る
知
性
を
高
め
、
心
身
と
も
に
健
康
で

感
性
豊
か
な
心
と
創
造
性
を
は
ぐ
く
み
、
志
を

も
っ
た
た
く
ま
し
い
人
間
を
育
成
し
ま
す
。

◆ 

す
べ
て
の
住
民
が
、
み
ど
り
豊
か
な
「
ふ
る
さ

と
三
芳
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に

学
び
、
そ
の
成
果
を
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
活

力
あ
る
地
域
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。

を
目
標
に
設
定
、
達
成
の
た
め
諸
施
策
を
総
合
的
に
展
開
し
「
三

芳
教
育
」
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
（
内
線
５
３
５
）
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平
成
23
年
１
月
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
北
東
部
が
豪
雨
に
よ

る
大
洪
水
の
被
害
に
遭
っ
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
の
洪
水
は
１
月
13

日
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
第
３

の
都
市
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
達
し
ま

し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に

し
た
三
芳
東
中
学
校
の
生
徒
会

長
か
ら
、
三
芳
中
学
校
、
藤
久

保
中
学
校
の
生
徒
会
長
に
、
三

芳
町
の
中
学
校
３
校
合
同
で
募

金
活
動
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
を

受
け
た
２
校
の
生
徒
会
長
も
、

そ
の
意
図
を
く
み
取
り
快
く
提

案
を
受
け
入
れ
、
即
行
動
に
移

し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
も
、
国
内
外
に
お

い
て
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
時
な
ど
、
学
校
ご
と
に
義
援

金
を
集
め
被
災
地
に
送
る
等
の

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
回
の
よ
う
に
３
校
が

合
同
で
募
金
活
動
を
実
施
す
る

の
は
初
め
て
の
試
み
で
、
三
芳

町
と
は
平
成
５
年
か
ら
交
流
を

始
め
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ

リ
ス
ベ
ン
市
に
あ
る
ア
ス
コ
ッ

ト
小
学
校
へ
の
支
援
の
た
め
の

も
の
で
す
。

　

三
芳
町
か
ら
は
海
外
派
遣

団
と
し
て
中
学
校
３
年
生
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ

ン
市
の
ア
ス
コ
ッ
ト
小
学
校
を

訪
れ
、
ア
ス
コ
ッ
ト
小
学
校
か

ら
は
親
善
訪
問
団
と
し
て
小
学

校
５
・
６
年
生
が
日
本
に
や
っ

て
く
る
相
互
交
流
が
続
い
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た

り
、
名
所
旧
跡
を
訪
れ
た
り
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
こ
と
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。
昨
年
は
６

月
28
日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
の

９
日
間
、
ア
ス
コ
ッ
ト
小
学
校

か
ら
12
名
の
少
年
少
女
が
親
善

訪
問
団
と
し
て
三
芳
町
に
や
っ

て
来
ま
し
た
。
三
芳
町
か
ら
の

中
学
生
海
外
派
遣
団
は
平
成
21

年
度
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
に
よ
り
見
合
わ
せ
て
以

来
、
休
止
し
て
い
ま
す
が
、
過

去
の
長
年
に
わ
た
る
交
流
の
歴

史
が
、
３
人
の
生
徒
会
長
た
ち

の
心
を
突
き
動
か
し
た
の
で
す
。

各
校
の
募
金
活
動
は
今
ま
で

に
行
っ
た
ど
の
募
金
活
動
よ

り
意
欲
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

や
は
り
、
過
去
の
交
流
に
よ
り

培
わ
れ
て
き
た 

絆

が
あ
っ

た
た
め
、
よ
り
身
近
な
こ
と
と

し
て
受
け
止
め
た
か
ら
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
３
校
合
わ
せ
て

９
９

３
３
９
円
の
募
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。
募
金
だ

け
で
は
な
く
、
励

ま
し
の
言
葉
を

集
め
た
色
紙

や
応
援
の

メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
い

た
旗
な
ど

も
一
緒
に
送

ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

遠
く
離
れ
て
い
て
も
、

心
と
心
は
結
び
つ
い
て
い
る

 

国
境
を
越
え
た
絆

を
感
じ
、

心
温
ま
る
思
い
を
し
ま
し
た
。

三
芳
町
の
３
つ
の
中
学
校
合
わ

せ
て
９
９
２
人
の
気
持
ち
が
、

遠
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ

ス
ベ
ン
市
の
ア
ス
コ
ッ
ト
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
に
届
く
日
が

待
ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
石
燈
籠
は
、
天
保
四

年
（
一
八
三
三
）
、
農
作
物
の

神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
大

山
石
尊
大
権
現
（
現
伊

勢
原
市
大
山
阿
夫

利
神
社
）
に
献

灯
し
、
雨
乞

い
と
五
穀

豊
穣
を
祈

願
す
る
た

め
、
上
富

村
一
同
に

よ
り
建
立

さ
れ
ま
し
た
。

記
録
に
よ
る
と
、

建
立
費
用
に
は
年

貢
の
余
剰
分
二
十
四
両

が
充
て
ら
れ
、
引
俣
町
（
現
志

木
市
）
の
石

工
・
籐
兵
衛

に
よ
り
製
作

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
燈

籠
設
置
三
日

目
に
し
て
笠

の
部
分
が
落

下
し
て
破
損

し
た
た
め
、

笠
部
分
の
み
造
り
替
え
ら
れ
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
破
損
し

た
元
の
笠
部
分
は
、
上
富
の
天

王
様
（
旧
島
田
家
住
宅
東
側
）

の
手
水
鉢
に
転
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

燈
籠
は
、
最
初
に
け
や
き
並

木
通
り
の
上
富
交
差
点
中
央
に

置
か
れ
、
大
き
く

そ
び
え
て
道
し
る

べ
の
役
割
も
果
た

し
て
い
ま
し
た
。

明
治
前
期
に
陸
軍

が
作
成
し
た
フ
ラ

ン
ス
式
彩
色
地
図

に
は
、
そ
の
土
地

を
代
表
す
る
風
景

や
著
名
な
建
物
な
ど
に
つ
い
て

ス
ケ
ッ
チ
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、

上
富
部
分
の
図
に
は
、
こ
の

大
石
燈
籠
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
際
立
っ
た
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
大
石
燈
籠
は
移

転
を
繰
り
返
し
ま
す
。
大
正
六

年
（
一
九
一
七
）
に
交
差
点
の

南
隅
に
移
さ
れ
、
昭
和
に
な
っ

て
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、

交
差
点
よ
り
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

南
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

二
十
三
年
二
月
、
県
道
の
歩
道

整
備
に
伴
い
、
現
在
の
上
富
中

下
子
供
広
場
入
口
脇
に
移
設
さ

れ
、
よ
う
や
く
安
住
の
地
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ふ
と
周
囲
の
喧
騒
が
途
絶
え

た
時
、
大
石
燈
籠
を
見
上
げ
て

い
る
と
、
往
時
の
人
々
の
素
朴

な
信
仰
心
が
垣
間
見
ら
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

国境を越えた“絆”

第一回　大石燈籠

　

今
月
号
よ
り
、
歴
史
探
訪
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
町
内
に
残
る
文

化
財
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

上
富
の
け
や
き
並
木
通
り
を
行
く
と
、
上
富
中
下
子
供
広
場
入

口
脇
に
大
き
な
石
燈
籠
が
見
え
て
き
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
十
七

年
に
町
指
定
文
化
財
と
な
り
、
本
年
二
月
に
移
設
さ
れ
た
大
石
燈

籠
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

【地域文庫のお知らせ】

（児童書の貸出、お話会など。）

つくし文庫‥４月16日 、10：00～12：00

　　　場所／上富１区第１集会所にて

あらた文庫‥毎火曜日　15：30～18：00

　　　場所／荒田自宅にて

（藤久保536－4　三芳東中学校近く）

〈中央図書館〉
≪新

しんねんど

年度としょかん・くらぶ会
かいいんぼしゅう

員募集！≫
第４土曜日に開

かいさい

催（４、７、９、 月を除
のぞ

く）

＊ ： ～ ： 　１・２年
ねんせい

生　 人

＊ ： ～ ： 　３～６年
ねんせい

生　 人

内
ないよう

容／本の読み聞かせとブックトークで本

　　　に親しみます。

申
もうしこみ

込／４月８日 ： から中
ちゅうおうとしょかん

央図書館に

　　　て受付け。電
で ん わ ふ か

話不可。

　　　本人か家族のみ申し込めます。

ぐりぐらタイム
（絵

えほ ん 　 か み し ば い

本・紙芝居・手
てあ そ

遊び・本の紹
しょうかい

介 )

第１・３金曜日

： ～ ： 　６ヶ月～１歳
さい

（保
ほご し ゃ ど う は ん

護者同伴）

： ～ ： ２・３歳～（保
ほご し ゃ ど う は ん

護者同伴）

第２・４火曜日　 ： ～ ： 　 歳～小学生

かにかにこそこそ
　（昔話などを覚えて語る練習会）
第３水曜日　 ： ～ ： 　大人対象

★おはなしはじめのいっぽ　－当日参加－
～覚えてみたい楽しいお話がいっぱい～

　　　（小さいお話〈語り〉、手遊び、わらべうた）

： ～ ： 　語りに興味のある方、聞く

だけの方、どなたでも（赤ちゃん連れＯＫ）

〈竹間沢分館〉
ぐりぐらタイム
（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

第４火曜日

～ 　６か月～３歳（保護者同伴）

◆スイミ－おはなし会
　 　　（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

第４木曜日　 ～ 　４歳～小学生

4月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

☆

休

休

休

休

◆ 休

休休 休 休

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

図
書
館
の
本
棚
「
パ
ン
ダ
」
の
本　

別
置
紹
介
中

【
児
童
書
】
『
コ
パ
ン
ダ
ち
ゃ
ん

－

菅
野
ぱ
ん
だ
写
真
集

－

』

菅
野
ぱ
ん
だ 

撮
影

リ
ト
ル
モ
ア　

二
〇
〇
六
年
七
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

児
童
Ｔ
Ｅ
ピ
ン
ク

　

上
野
動
物
園
に
や
っ
て
き
た
パ
ン
ダ
の
故
郷
は
、
臥

龍
中
国
パ
ン
ダ
保
護
研
究
セ
ン
タ
ー
。
本
書
は
、
そ
こ

で
の
パ
ン
ダ
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
わ
か
る
楽
し
い
写
真
集

で
す
。
パ
ン
ダ
の
子
育
て
豆
情
報

も
見
逃
せ
ま
せ

ん
。

【
一
般
書
】『
パ
ン
ダ
の
死
体
は
よ
み
が
え
る
（
ち
く
ま
新
書
）』          

              

遠
藤
秀
紀 

著

筑
摩
書
房 

２
０
０
５
年
２
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
Ｓ
４
８
１
エ

　

く
ま
科
の
パ
ン
ダ
が
竹
を
掴
め
る
の
は
、
パ
ン
ダ
に

親
指
に
当
た
る
「
偽
の
指
」
が
あ
る
か
ら
だ
と
、
長
年

信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
パ
ン
ダ
の
遺
体

解
剖
を
担
当
し
た
著
者
が
真
実
を
発
見
し
た
の
で
す
。

【
児
童
書
】
『
パ
ン
ダ
の
手
に
は
、
か
く
さ
れ
た
ひ
み
つ
が
あ
っ
た
！
』

山
本
省
三 

文　

喜
多
村
武 

絵　

遠
藤
秀
紀 

監
修

く
も
ん
出
版　

二
〇
〇
七
年
十
二
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

児
童
Ｔ
Ｅ
ピ
ン
ク

　

『
パ
ン
ダ
の
死
体
は
よ
み
が
え
る
』
の
著
者
、
遠
藤

氏
が
新
発
見
を
す
る
ま
で
の
研
究
内
容
を
子
ど
も
た
ち

に
紹
介
す
る
本
。
動
物
の
体
の
不
思
議
や
進
化
の
秘
密

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
の
面
白
さ
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

小
宮
輝
之 

著

中
央
公
論
新
社　

二
〇
一
〇
年
六
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
Ｓ
４
８
０

　

明
治
五
年
、
湯
島
の
展
覧
場
に
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
を
展
示
し
て
以
来
、
１
４
０
年
の
歴
史
を
誇
る
上
野

動
物
園
。
そ
の
激
動
の
歴
史
を
、
初
め
て
の
ゾ
ウ
、
ト

ラ
、
パ
ン
ダ
な
ど
動
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
語
り

ま
す
。

【
一
般
書
】『
物
語
上
野
動
物
園
の
歴
史　

－

園
長
が
語
る
動
物
た
ち
の
１
４
０
年

－

（
中
公
新
書
）』

＊
午
前
の
部
／
絵
本
・
紙
芝
居
・

人
形
を
使
っ
た
わ
ら
べ
う
た

10
時
30
分
〜
10
時
55
分
…
え
ほ

ん
の
部
屋
（
１
〜
３
才
向
き
）

11
時
〜
11
時
15
分
…
自
転
車
紙

芝
居
（
図
書
館
前
広
場
）

☆
え
ほ
ん
ワ
ー
ル
ド 

子
ど
も
読
書
の
日
記
念
事
業

４
月

日

中
央
図
書
館
に
て

11
時
20
分

〜
正
午
…
え

ほ
ん
の
部
屋

（
４
才
〜
小

学
生
向
き
）

正
午
〜
12
時
15
分
…
自
転
車
紙

芝
居
（
図
書
館
前
広
場
）

＊
午
後
の
部
／
映
写
会
「
ぐ
る
ん

ぱ
の
よ
う
ち
え
ん
・
ブ
レ
ー
メ
ン

の
お
ん
が
く
た
い
他
」

上
映
時
間
…
午
後
１
時
〜
１
時
50

分
／
午
後
２
時
10
分
〜
３
時

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

みよし歴史探訪

文化財を訪ねて

★
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北永井児童館 
藤久保児童館 
竹間沢児童館 

イベント 日にち 時間 参加できる人 定員 予約 おまけ

三
館
共
通

平成23年度
「前期あそびの
　　　　　　へや」

（各クラス全 回）
【ひよこクラス】水曜日開催
／ 月 日 ～ 月 日
【コアラクラス】木曜日開催
／ 月 日 ～ 月 日
最終日はひよこクラスと合
同開催

町内在住の
乳幼児親子
【ひよこ】
生後6カ月
～2歳未満
【コアラ】
2歳以上

各クラス
70組

（登録制）

申込み／4月1日 ～ 日 までに
各児童館に来館のうえ、直接お申
込みください。電話や代理の申込
みはできません。
発表／4月 日 から各児童館に掲示
しますので、各自確認をお願いします。
※複数の児童館への申込みはできません。

新
しんにゅうせいかんげいかい

入生歓迎会／児童
館の紹介と使い方、あそびの

名人の紹介、レクゲームなど

４月９日  ～
新1年生、小
学生以上、幼
児、保護者

参
さん か

加したい小
しょうがく

学1年
ねんせい

生は、各
かく

児
じどうかん

童館へ申し込ん
でください。保護者の皆様の参加もお待ちして
います。

新入生ハッスルタイム
月 日
～ 日

～ 小学1年生
日
ひ が

替わりでいろいろな遊びを楽しもう！お友だ
ちと一緒に遊びに来てね！

北
永
井

野
やさい

菜作
づく

りに
　　チャレンジ！

４月 日 ～
乳幼児親子
小学生～　

20 ◎ キュウリやトマトなど夏
なつやさい

野菜の苗
なえ

植
う

え

のびのびタイム ４月 日 ～ 乳幼児親子 子供向け映画、巧技台遊び

藤
久
保

親子であそぼう ４月 日 ～ 乳幼児親子 20
簡単な手遊びや体操をして児童館
に慣れよう！

春野菜を育てよう ４月 日 ～
乳幼児親子
小学生～　

ラディッシュ、ミニ大根を植えま
しょう。

竹
間
沢
夏
なつ

野
やさ い

菜を作
つく

ろう ４月 日 ～
乳幼児親子
～中学生

◎
ちくじの畑にきゅうり・なすの苗
植えや、いんげん・オクラの種を
まいてみよう！

児童館の行事は基本的に参加無料です。行事によっては年齢制限や定員設定、参加費等が必要な場合があります。
詳しくは各児童館へお問い合わせください。

美しい緑・雑木林を守りましょう

新
しん

１年
ねんせ い

生、じどうかんデビュー！
新１年生のみなさん、入

にゅうがく

学おめでとうございます！

　今
いま

までお家
うち

の人と一
いっしょ

緒に遊
あそ

びに来
き

ていたお友
ともだち

達も、いよいよ自
じぶん

分だけで遊
あそ

びに来
こ

られますね！

たくさん遊
あそ

んで仲
なかよ

良くなりましょう！

4月
がつ

9日
にち

には新
しんにゅうかんげいかい

入生歓迎会、4月12日 ～

15日 には新
しんにゅうせい

入生ハッスルタイムなど楽
たの

しい

イベントを行
おこな

います。ぜひ、遊
あそ

びに来
き

てくだ

さい！児
じどうかん

童館では素
すて き

敵なお兄
にい

さんお姉
ねえ

さんや

楽
たの

しい先
せんせいたち

生達がみんなを待
ま

っています。

★みよしの３つのじどうかん★

北
きたながいじどうかん

永井児童館

藤
ふ じ く ぼ

久保児童館

竹
ちくまざわ

間沢児童館

～スタジオプログラムの紹介 ～
リラクゼーションヨガ（大塚）
毎週土曜日　 ～

ゆっくりとした曲が流れる癒しの空間の

中、一つ一つのポーズや呼吸を行い、リ

ラックスをします。柔軟性を高め、ケガ

の予防にもつながります。

　桜咲く今日この頃、皆さんはいかがお過ごしでしょうか。

今回は「運動と睡眠の関係」についてお話しさせて頂きます。

　皆さんは運動した際、効果をどこで得るのかご存知でし

ょうか。運動している最中？食事を摂っている最中？いえ

いえ。正解は「身体を休ませている最中」なのです。

　どんなに軽い運動でも、少なからず筋肉が損傷を受けて

しまいます。その筋肉が「修復」しないとなると、損傷の

積み重ねで身体が壊れてしまうのです。その「修復」がい

つ起きるのかといいますと、「身体を休ませている最中」な

のです。そしていちばん身体が休んでいる時が「睡眠中」

なのです。

　睡眠中は筋肉が最大限に休まった状態なので、疲労物質

が高速度で処理されています。また骨量、筋量の維持や新

しい細胞を作ってくれる成長ホルモンも睡眠中に多く分泌

されます。

　1日の理想睡眠時間は7～8時間といわれています。と

いうことは、人生の3分の1は睡眠なのです。それだけ睡

眠は大切であり、生きていく上で欠かせないものなのです。

　運動効果を出すためには運動する事と同じくらい睡眠が

必要になってくるのですね。おわかり頂けたでしょうか。

それでは皆さん、おやすみなさ～～い！！！

問い合わせ　総合体育館　 258-0311 　指定管理運営1周年＆ゴールデンウィーク

特別企画として、４月 日 に限り、利用時

間を無制限とします。また、特別レッスンも

予定しています。

　詳細は館内掲示で確認ください。

週に１回以上スポーツを！
　皆さん、スポーツをしていますか？

　スポーツは身体に良いだけでなく、人と

人との絆を深めるなど、様々な効果をもたら

してくれます。しかし、その効果はわかって

いても、「忙しくて時間がない」「場所がな

い」等、様々な理由でそれを実行できない方

が多くいらっしゃるようです。

　そこで、そんな皆さんに提案です。まず

は手始めに、いつでもどこでも気軽にでき

るウォーキングをおこなってみてはいかがで

しょうか。

　ウォーキングには「メタボ予防」や「スト

レス解消」、さらに「エコアップ」や「まち

づくり」といった効果が期待できます。まず

は近所の散歩から始めてみませんか。

　また、ちょっと意識を変えるだけで、通勤

時に行っている「歩き」を「ウォーキング」

というスポーツに変えることもできます。

　とにかく無理せず少しずつ、自分のペース

で始めてみましょう！

埼玉県スポーツ振興のまちづくり推進会議

　http://www.pref.saitama.lg.jp/site/

suisinkaigi/
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…なかよし広場　　 …要予約 …定員　　 …持ち物　　 …対象

日 曜日 事業 時間 場所 備考

1 金

2 土

3 日

4 月 ●成人保健相談 ～ 保健センター

5 火 ☆ （0歳児ねんね） ～ 子育て支援センター

6 水 ☆ （0歳ハイハイ） ～ 子育て支援センター

7 木 ☆ （1歳児） ～ 子育て支援センター

8 金
●育児相談

～
（時間厳守）

保健センター
０歳から就学前までの希望者
母子健康手帳

☆ （2歳児～） ～ 子育て支援センター

9 土

日

月 ●ポリオ生ワクチンの接種 ※ 保健センター 藤久保１区・２区・３区

☆なかよし講座「３Ｂ体操」 ～ 藤久保児童館
１歳以上のお子さんと保護者、25組
申し込み　4/1～（電話可）

火 ☆ （0歳児ハイハイひろば） ～ 子育て支援センター

水 ☆ （0歳児ねんねひろば） ～ 子育て支援センター

木 ☆ （2歳児～） ～ 子育て支援センター

金 ☆ （1歳児） ～ 子育て支援センター

土

日

月 ●ポリオ生ワクチンの接種 ※ 保健センター 藤久保４区・５区・６区

☆おひさま広場 ～ 富士塚公園 ０～５歳児

☆（午後）わくわくタイム ～ 藤久保児童館 ０～５歳児

火 ☆ （0歳児ねんねひろば） ～ 子育て支援センター

水 ☆ （0歳児ハイハイひろば） ～ 子育て支援センター

木 ☆ （1歳児） ～ 子育て支援センター

金 ☆おでかけなかよし広場 ～ 上富農業センター ０～５歳児

土

日

月 ●ポリオ生ワクチンの接種 ※ 保健センター 竹間沢・みよし台

☆（午前）わくわく・お誕生会 ～
藤久保児童館

０～５歳児

☆（午後）わくわくタイム ～ ０～５歳児

火 ☆ （2歳児～） ～ 子育て支援センター

水 ☆ （0歳児ねんねひろば） ～ 子育て支援センター

木 ☆ （0歳児ハイハイひろば） ～ 子育て支援センター

金 昭和の日

土

※１

受付時間　（対象地区）午後１時15分～２時

　　　　（対象地区外）午後１時30分～２時15分

対象年齢　生後３～90か月未満の乳幼児

注 意事項　１か月以内に麻しん等の感染症にかかった

人、ひきつけをおこしてから１年以上経過していな

い人は受けられません。体温は会場で計っていただ

きます。予防接種手帳・母子健康手帳を忘れずに持

参してください。

、 ページの詳細は、下記担当へお問い合わせください。

　問い合わせ

　●保健センター　　　 258－1236　FAX258－5994

　　　　 E-mail：hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp　

　☆子育て支援センター　 258－5106　FAX258－5136

　◆健康増進課地域包括支援センター

　　　 258－0019（内線188、189）FAX274－1107

　

健康・子育てカレンダー　4月

20

　平成 年2月から小児用肺炎球菌ワクチン

及びヒブワクチンの接種費用助成事業を行

なっておりますが、小児用肺炎球菌ワクチ

ン及びヒブワクチンの接種後の死亡例（3月

2日より3月4日までに4例）が厚生労働省へ報告されたことを受け、厚生労

働省の通知にもとづきワクチン接種と死亡との因果関係の評価を実施するまで

の間、一時見合わせとなりました。

　今後については厚生労働省から新たな情報が入り次第、広報みよし・ホーム

ページ等でお知らせいたします。

●胃がん検診（集団）

◆にっコリ運動教室（参加者募集）

“こり”をほぐして、明日もにっこり。

　「肩こり、腰痛は年をとると仕方がない」とあきらめて

いませんか。肩こり、腰痛がなぜ起きるのか一緒に考えま

しょう。肩こり、腰痛予防の体操も紹介します。

日時：４月 日 「肩こり」についての原因と解消法

　　　　　 日 「腰痛」についての原因と解消法

　　　　　 日 「いもっこ体操」を体験

内容：講話と運動（健康体操）

講師：埼玉セントラル病院理学療法士・作業療法士

時間：午前 時～正午　　場所：藤久保公民館ホール

持 ち物：タオル（手ぬぐいサイズ：体操に使います）・水

分補給用の飲み物

対象： 歳以上の方　　定員： 名　　参加費：無料

◆リハビリ相談
　腰や膝、肩や手足に痛みがある中で負担の大きい

動きや、不足した運動習慣は身体を壊しやすく、介

護を必要とする状態になる可能性を高めます。ひざ

や腰、肩や手足に痛みがあり悩んでいる方を対象に

リハビリ専門スタッフが、各個人にあった運動プロ

グラムの提供や福祉用具の紹介など、日常生活をよ

り快適に過ごせるようアドバイスをします。

日時：４月 日 　午前 時から正午

内 容：理学療法士・作業療法士（埼玉セントラル病

院勤務）による個別リハビリ相談

対 象： 歳以上の方で、医療機関や介護保険施設等

でリハビリを行っていない方

定員：3名　※予約申し込みが必要です。

場所：三芳町竹間沢公民館　図書室

郵便はがき
○○○－○○○○

何
も
記
入
し
な
い
で
下
さ
い

緑
返信

１．○○がん検診申込み
２．住　　所
３．氏　　名（フリガナ）
４．生年月日
５．性　　別
６．連絡先
　　 ※日中連絡のとれる電話番号
７．検査日・受付時間のご希望
　　第１希望　○月○日　○時～
　　第２希望　○月○日　○時～
　　第３希望　○月○日　○時～

　今月号より、健康や子育てに関する

情報をこのページに集約して掲載しま

す。左ページのカレンダーと共に、皆

さんの健康と子育てをサポートしてい

きたいと考えていますので、是非ご活

用ください。

●小児用肺炎球菌ワクチンび
　　　　ヒブワクチン接種の
　　一時的見合わせについて

　平成 年2月から子宮頸がん予防ワクチン接種

費用助成事業を行なっておりますが、すでに新聞

等で報道されているとおり、全国的に子宮頸がん

予防ワクチンの供給が不安定な状況となりました。当面の間、ワクチンの安定

供給ができない状況です。ついては、3月7日付で厚生労働省より下記の経過

措置等の通知がされましたので、お知らせします。

すでに接種を開始した者への2回目、3回目の接種を優先的に実施します。

 ワクチンの供給状況を踏まえ、当分の間、初回の接種者への接種は差し控え

となります。

 現在（平成 年3月時点）において、高校１年生相当の方で、3月末までに

接種の機会を逃した方について、平成 年4月1日以降に1回目の接種を開

始した場合にも、公費負担で接種できます。

●子宮頸がんワクチン
　　供給不足について

　下記の日程の胃がん検診の申し込み

を始めます。

　尚、開腹手術をした方は、医療機関

での受診をおすすめします。

実施日

　　6月 日 ・ 日 ・ 日

場所　保健センター

対象　三芳町在住の35歳以上の方

検査方法　バリウム検査

定員　各日130名

自己負担金　500円

申込み方法　往復はがきによる申込み

（定員を超えた場合は抽選）

《記入例》

郵便はがき
354－0041

　
　

何
も
記
入
し
な
い
で
下
さ
い
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往信
青

＊ 締め切りは、４月 日。当日消印ま
で有効です。

◆健康増進課地域包括支援センターより

●保健センターより

健康・子育て情報健康・子育て情報

●妊婦健診診査受診票及び助成券変更のお知らせ

　平成 年4月1日より、下記とおり変更になります。

　※ 平成 年度中に当町にて母子健康手帳を発行した方→新しい受診券を送

付。お手持ちの妊婦健康診査受診券等と、引き換えて下さい。

１．変更点

追加される検査項目は2点です。

　クラミジア抗原検査、ＨＴＬＶ－１（ヒト白血病ウィルス－ 型）検査

様式が全て変更になります。

　 妊婦健診診査受診票及び、助成券　※検査項目の変更はありません。平成

年度から、超音波検査が受診券や助成券と一緒の様式になっています。

２．注意事項

 平成 年3月 日までに、上記 の検査を受診された方は、公費負担（償還

払い含）はありません。

 平成 年3月 日までに発行された妊婦健診診査受診票及び、助成券は、4

月1日移行は使用できませんので破棄してください。
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相談種類 と　き ところ 相談員 連絡先

●教育相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後4時30分

総合体育館4階教育相談室
電話相談は 274-1023

常任相談員
教育委員会学校教育課指導
係（内線522）

●消費生活相談 毎週火・金曜日（年末年始・祝日
を除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
消費生活相談室

専任の消費生活相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●内職相談 毎週水曜日（年末年始・祝日を
除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の内職相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●女性相談 毎月第2・第4金曜日（年末年始・祝
日を除く）午前11時～午後3時30分

役場1階住民相談室
（予約制）

専門の心理カウンセラー
総務課人権推進係
（内線404・405）

●外国人生活相談 毎週月曜日午前10時～午後1時
毎週木曜日午後1時～4時

ふじみの国際交流センター
電話相談は 269-6450

専門の相談員
総務課人権推進係
（内線404・405）

●成人健康相談 毎月第1月曜日
午後1時～3時30分（予約制）

保健センター 管理栄養士、保健師
保健センター
（ 258-1236）

●住民相談 毎月第1・第3木曜日（祝日の場合
翌週）午後1時～5時

役場1階住民相談室
（予約制）

弁護士、人権擁護委員、
行政相談委員

総務課人権推進係
（内線404・405）

●子育て相談 毎週月～金曜日
随時受付

各保育所・
子育て支援センター

各保育所所長・専任の
相談員

第1保育所 258-0512
第2保育所 258-6858
第3保育所 258-9961
子育て支援センター 258-5106

●こころの
　　　健康相談

毎月第3火曜日
午後1時～3時30分（予約制）

地域生活支援センター
保健師・精神保健福祉士
・（医師）

地域生活支援センター
 274-3472

●介護相談

月～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
みずほ苑

専任の相談員（介護支
援専門員、社会福祉士
等）

在宅介護支援センター
みずほ苑 258-9488

火～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
はなまる

在宅介護支援センター
はなまる 258-7067

●福祉・生活相談生
活なんでも相談

毎週月～金曜日（年末年始･祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

社会福祉協議会 社会福祉士
三芳町社会福祉協議会
 258-0122

無料相談のお知らせ特別児童扶養手当

　20歳未満の障害児の父母または養育

者に支給される手当です。

対象　 身体に重・中度の障害のある

　方又は長期にわたる安静を必要とさ

　れる方

　（おおむね身体障害者手帳１～３級）

精神の障害があって､ と同程度

　（おおむね療育手帳 ・Ａ・Ｂの一部）

 身体または精神の障害が重複する場

合であって 又は と同程度以上の方

※手当の月額は、１級50,550円、２級

33,670円で年３回（４・８・11月）支

給されます

問い合わせ　福祉課

　（内線176） FAX274 1051

固定資産税縦覧帳簿の縦覧

　地方税法第416条の規定により、次

のとおり縦覧に供します。

■縦覧できる人

士地価格等縦覧帳簿

　三芳町内に所有する土地に係る平成

23年度の固定資産税の納税者及びその

同居家族又は代理人

家屋価格等縦覧帳簿

　三芳町内に所有する家屋に係る平成

23年度の固定資産税の納税者及びその

同居家族又は代理人

■縦覧できる事項

土地価格等縦覧帳簿

　三芳町内の土地の所在、地番、地目、

地積、価格等

家屋価格等縦覧帳簿

　三芳町内の家屋の所在、家屋番号、
パソコン何でも相談

　これからパソコンを買おうと思って

いる人、パソコンを買ったけど使いこ

なせない人、もっと楽に使いたい人な

ど、相談室を開催していますのでご利

用ください。

相 談日　４月11日 ・25日 、５月９

日 ・23日 、６月13日 ・27日

時間　午前10時～12時（随時相談可）

場所　竹間沢公民館　　費用　無料　

定員　10人

相談員　生涯学習アドバイザー他

申 込み　人数の関係上、事前に予約

していただくことをお勧めします。  

（インターネット､電子メールは利用不可）

問い合わせ　竹間沢公民館

　 259 8311　FAX259 8345

　種類、構造、床面積、価格等

■縦覧に必要なもの

　納税者本人であることを証明できる

もの（運転免許証・健康保険証・社員

証など）

　※なお、代理人の場合は委任状が必

　要です。

■縦覧期間

　平成23年４月１日 ～５月31日 　

　（土・日曜日､祝日は除きます）　

　※ただし、４月２日 及び５月７日

　 は、午前８時30分から正午まで縦

　覧できます。

■縦覧時間

　午前８時30分～午後５時15分

問い合わせ　税務課

　（内線135～138）FAX274 1050

建築物耐震診断・耐震改修助成制度

既存住宅耐震診断助成金　　

○一戸建て住宅等　

　昭和56年５月31日以前に工事着手し

た戸建住宅及び併用住宅で耐震診断費

用の1/2の額又は限度額５万円のいず

れか最少額

○分譲マンション等　

　昭和56年5月31日以前に工事着手し

た分譲マンション等で耐震診断費用の

1/2の額又は戸数に２万円を乗じた額

又は１棟当たり100万円のうち最少額

既存住宅耐震改修助成金

○一戸建て住宅等

　耐震改修に要した費用の20/100の額

又は限度額20万円のいずれか最少額

○分譲マンション等

　耐震改修に要した費用の20/100の額

又は戸数に10万円を乗じた額、１棟当

たり500万円のうち最少額

※詳細は、下記までご連絡ください。

問い合わせ　都市計画課

　　（内線236～238）FAX274 1052

　町では、想定される大規模な地震に対し、災害に強いまちづくりの実現を目

指して、建築物の耐震化を促進するため、既存住宅の耐震診断費用及び耐震改

修費用の一部を下記のとおり助成しています。ぜひご利用ください。
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町からのおしらせ
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　町の水道用水である地下水の安全性

を確認するため、ダイオキシン類調査

を平成22年12月15日に実施しましたの

で、結果をお知らせします。

調査結果（１～４号井）ダイオキシン

　類 0.0052pg-TEQ/

参考　国の基準値　１pg-TEQ/

所 見　以上の結果から、ダイオキシン

類は国の基準に適合（指針値の約１

／200）しており、安全面の観点か

ら問題のない値であることが確認さ

れました。

調査方法　水道原水及び浄水中のダイ

　オキシン類調査マニュアルに準拠

　 （平成19年11月厚生労働省健康局水

道課）

問い合わせ　上下水道課　

　（内線252・253）　FAX274 1053

「大崎オーソル」ハンドボール体験会

　三芳町にある大崎電気工業㈱のハンドボール部「大崎

オーソル」の選手が直接指導する「ハンドボール体験会」

を開催します。体験会終了後、選手のサイン会なども予定

しています。

日時　諸般の事情により延期

場所　竹間沢公民館ホール

対象　小学生１年～３年／15名、小学生４年～６年／15名

参加費　50円（保険代）

　※大崎オーソル　平成22年度日本リーグ・レギュラーシ

　ーズン１位、第62回全日本総合選手権優勝

申込開始　後日掲載予定

問い合わせ　竹間沢公民館　 259 8311　FAX259 8345

手話奉仕員養成講習会（入門課程）

　三芳町・富士見市では、共同で「手

話奉仕員養成講習会」を開催します。

　手話を学びたい方、聴覚障がい者と

交流したい方、この先手話通訳者とし

て活躍したい方などぜひご参加くださ

い。今年度は、受講生のお子様の保育

を実施しますので、ご希望の方はご相

談ください。　

　会場は三芳、富士見の２会場で実施

し、どちらかお選びいただけます。

●手話奉仕員養成講習会入門課程

（三芳会場）　全23回

日 時　４月16日～８月20日の毎週土　

曜日、午前10時～12時

　 ※うち５回は、１日（午前10時～午

後３時まで）の日程で開催します

場所　三芳町総合体育館研修室

目的　簡単な手話が理解でき、手話で

　あいさつ、自己紹介が可能なレベル

　の技術習得を目指す。

費用　2,000円（テキスト代等）程度

　の実費負担があります。

申 込方法　４月1日 ～10日 まで　

に申込みください。

　詳細は、福祉課で配布する実施要領

　をご覧ください。

　※町ホームページにも掲載します。

＊なお、富士見会場での講習会は、以

下のとおりです。

日 時　４月20日～８月24日の毎週水曜

日、午前10時～12時

　 ※うち５回は､１日（午前10時～午

後３時まで）の日程で開催します

場所　富士見市市民福祉活動センター

「ぱれっと」

問い合わせ　福祉課

　（内線174～176）　FAX274 1051

発掘作業協力員募集のお知らせ

　発掘調査に従事する協力員を募集します。

勤務内容　発掘調査の補助　※発掘現場での作業です。

勤務場所　三芳町内　　　　　

雇用期間　平成23年５月～平成23年９月末まで

  ※ただし、待機期間もあります

勤務時間　午前９時～午後４時30分（週３日以上の出勤）

賃金　時給900円　　　　

採用条件　65歳までの男女で健康な方（経験不問）

募集人数　５名程度

申込方法　４月19日 までに、電話にて申込みしてくださ

　い。　※４月21日 、午前10時より面接を行います。　

　（履歴書持参）

申込み・問い合わせ　社会教育課（内線517）FAX274 1056

ダイオキシン類に関する調査結果

（水道水用地下水）

三芳町社会教育指導員募集

職務内容　

　・ 家庭教育学級の開設や運営に関す

るアドバイス　　

　・青少年健全育成事業の企画・運営

　・事業等の実施

　・青少年育成団体への支援

応募資格　

　自動車普通免許を有し、パソコン等

　の基本操作ができる方で、次のいず

　れかに該当する方。

　  教員の普通免許状を有する方（取

得見込みを含む）

　  社会教育主事講習の修了証書を有

する方（修了見込みを含む）

　  社会教育に関係ある職に３年以上

携わった方

募集人員　1名

報酬　日額／10,000円

　※年額/800,000円、実働80日程度

初心者弓道教室のご案内

日程　５月14日 ～８月21日 の全20回

○５月14日 ・15日 ・21日 ・28日

○６月４日 ・５日 ・11日 ・18日

　 ・25日

○ ７月２日 ・９日 ・16日 ・23日

・24日 ・30日 ・31日

○８月６日 ・13日 ・20日 ・21日

時間　土曜日/午後７時～９時

　日曜日/午後２時～４時

場所　三芳町弓道場

対 象　町内在住在勤者優先で、中学生

以上（男女不問）　

三芳町高齢大学受講生募集

○期間　

　平成 23 年５月～平成 24 年２月まで

　（月２回程度）

○入学資格　

　 町内在住の満60歳以上の人で、５　

月から２月まで通学可能な人。

○各教室の受講日及び定員

・藤久保公民館教室　

　受講日　主に金曜日の午前中

　定員　120人

・中央公民館教室　　

　受講日　主に金曜日の午前中

　定員　60人

・竹間沢公民館教室　

　受講日　主に木曜日の午前中

　定員　60人

○開講式（３教室合同）

日時　５月13日 ､午前10時～12時

場所　藤久保公民館ホール

○申込開始　４月５日 ～

○申込方法　平日の午前９時～午後５

　 時15分までに、本人が希望する公　

民館へ来館して申込んでください。

※電話申込・代理申込不可

　※定員になり次第、締切ります。

　（先着順）

問い合わせ　

　藤久保公民館　

　 258 0690　FAX258 9625

　中央公民館

　 258 0050　FAX258 5466

　竹間沢公民館　

　 259 8311　FAX259 8345

通勤手当　なし　　　　　　　　　　

任用期間　

　平成23年５月１日～平成24年３月31

　日まで　※単年度委嘱、３年を超え

　ない範囲で更新の場合あり。

勤務日数　週２日（週16時間）

　※事業の実施等により変動あり

勤務時間　

　午前８時30分～午後５時15分　

　※事業の実施等により､土・日曜日、

　祝日に勤務する場合あり。

勤務場所　

　三芳町教育委員会社会教育課

応募方法　

　履歴書に写真添付の上、社会教育課

　まで持参又は郵送してください。

問い合わせ　社会教育課

　（内線514）　FAX274 1056

定員　25名　　　

参加費　3,000円（傷害保険等）

申込方法　５月10日 までに、申込み

　ください。

申込み・問い合わせ　

　地域振興課

　（内線262・263）FAX274 1053

　総合体育館　 258 0311

　弓道連盟 秋山

　 258 7752（自宅）

　 080 5048 2443（携帯）

町からのおしらせ町からのおしらせ
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署
管
内
居
住
の

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
ド
ラ
イ

バ
ー　

定
員　

60
名
（
先
着
順
）

費
用　

無
料　

問
い
合
わ
せ　

東
入
間
警
察
署
交
通

　

課　

２
６
９

０
１
１
０

日 

時　

４
月
12
日

、
午
後
５
時
〜

７
時
（
２
時
間
）

場 

所　

三
芳
町
総
合
体
育
館
３
階　

研
修
室

対 

象　

平
成
23
年
10
月
11
日

ま
で

に
免
許
更
新
を
予
定
し
て
い
る
方

で
、
平
成
23
年
10
月
11
日
時
点
で

満
69
歳
ま
で
の
方

　

※
当
日
は
、
運
転
免
許
証
持
参
。

受
講
料　

１
人
／
１

８
０
０
円

講 

習
内
容　

安
全
運
転
の
知
識
・
技

能
・
運
転
適
性
に
関
す
る
講
義
及

び
ビ
デ
オ
に
よ
る
研
修

定
員　

80
名
（
先
着
順
）

申 

込
み　

４
月
５
日

ま
で
に
、

運
転
免
許
証
・
受
講
料
を
持
参
の

上
、
三
芳
町
商
工
会
に
直
接
申
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

主
催　

三
芳
町
商
工
会
工
業
部
会

後 

援　

三
芳
町
、
ふ
じ
み
野
市
商
工

会
、
入
間
市
商
工
会
、
富
士
見
市

商
工
会

※ 

受
講
後
、
特
定
任
意
講
習
終
了
証

明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

三
芳
町
商
工
会

　

２
７
４

１
１
１
０

受
験
資
格

 

昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

 

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

　

 

大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成

24
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人

　

 

人
事
院
が

に
掲
げ
る
人
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

申
込
期
間　

４
月
１
日

〜
14
日

　

※
４
月
14
日
ま
で
の
消
印
有
効

＊
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

関
東
信
越
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
係

　

048

６
０
０

３
１
１
１

対 

象　

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
で

引
き
続
き
治
療
が
必
要
な
20
歳
未

満
の
方

期
間　

４
月
28
日

〜
６
月
15
日

　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
所　

各
県
保
健
所

必 

要
書
類　

申
請
書
、
医
療
意
見
書

生
計
中
心
者
の
所
得
税
関
係
証
明

書
な
ど　

※
お
持
ち
の
受
給
者
証

に
記
載
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
保

健
所
か
ら
、
申
請
に
必
要
な
書
類

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

朝
霞
保
健
所

　

048

４
６
１

０
４
６
８

試
験
日　

５
月
８
日

受
付
期
間　

４
月
１
日

〜
14
日

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員

類　

男
性
／
190
名
・
女
性
／
21
名

類　

男
性
／
20
名
・
女
性
／
９
名

類　

男
性
／
50
名
・
女
性
／
６
名

国 

際
捜
査

類　

英
語
／
１
名
・
韓

国
語
／
１
名

武
道
・
体
育
指
導

類　

柔
道
／
１

　

名
・
剣
道
／
１
名

問
い
合
わ
せ　

東
入
間
警
察
署

　

２
６
９

０
１
１
０

対
象　

県
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
人

任 

期　

平
成
23
年
６
月
〜
平
成
24
年

３
月

内 

容　

食
品
販
売
店
で
日
常
の
買
い

物
を
し
な
が
ら
食
品
の
表
示
の
有

無
な
ど
を
確
認
し
、
定
期
的
に
報

告
（
年
間
20
店
舗
程
度
）

＊ 

報
告
に
応
じ
て
年
間
で
謝
金
８

０
０
０
円
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

定
員　

１
０
０
人
（
選
考
）

申
込
〆
切　

４
月
25
日

＊
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

埼
玉
県
農
林
部
農
産

物
安
全
課

　

048

８
３
０

４
１
１
０

ぬくもり健康入浴事業

　ぬくもり健康入浴事業は、65歳以上の人を対象に実施し

ます。下記の入浴施設を利用する人に、年12枚を限度に入

浴の利用料金の一部を助成しています。

　助成金額は、1回の利用につき300円です。利用できる入

浴施設は次のとおりです。

■ 入浴施設　富士見ラドンセンター、川越湯遊ランド、

ふれあい健康センター「ゆうパークおごせ」、健康湯ラ

ンド、つるせ浴場、富士見浴泉、湯楽の里・所沢店、ゆ

とりの郷「にいざ温泉」、真名井の湯・大井店、埼玉ス

ポーツセンター「天然温泉」、岩盤房・二股温泉「きら

く」、おふろの王様・志木店

■ 申込み　三芳町在住で65歳（平成24年３月31日までに65

歳になる人）以上の人に、利用券の引換はがきを郵送し

ますので、必要事項を記入の上福祉課及び各出張所にて

利用券と交換してください。

問い合わせ　福祉課（内線172）FAX274－1051

「２級ホームヘルパー養成講座」修了者に

補助金を交付します

　町内に住所を有する人で、平成23年４月以降に受講を希

望し、修了した人に予算の範囲内で３万円を限度に（対象

経費と比べて少ない方）交付します。

　補助金を受けようとする人は、受講する前に必ず補助金

申込書を提出してください。

　※他の制度で補助金を受けた人・学校教育法で修了した

人は受けられません。

受付人数　15名　※定員になり次第締切

申込方法　福祉課に来庁の上、申込みしてください。

申込受付　４月１日 ～

問い合わせ　福祉課（内線172）　FAX274－1051

善意の寄附をありがとうございました

　町と社会福祉協議会に、次の寄附が寄せられました。貴

重な財源として役だたせていただきます。

　ありがとうございました。　　　　　　　　（敬称略）

三芳町硬式テニストーナメント（シングルス戦）

期日　５月29日 〔雨天の場合は６月５日 〕

場所　運動公園テニスコート及び竹間沢テニスコート

種 目　男・女（Ａ・Ｂクラス別）・ベテラン（45才以上男

子・女子）シングルス戦

参加資格　協会員・町内在住者・町内在勤者・町内在学者

試 合方法　トーナメント方式、Ａクラス/６ゲームワン

セットマッチ、Ｂクラス・ベテラン/６ゲーム先取ノー

アド

集合場所・受付時間　協会ホームページにて確認。

参加費（１人）　1,200円　（協会員1,000円）

申 込受付期間　４月16日 ～５月14日 の午後２時までの

間の土・日曜日、祝日（午前８時～午後４時）に限り受

付します。運動公園コート６面の協会大会担当役員に、

所定の用紙を用い、参加費を添えて申し込みください。

　メール受付可。※その他詳細は、問い合わせください。

問い合わせ　地域振興課（内線262・263）　FAX274－1053

　総合体育館　 258－0311

　テニス協会役員（19時～21時）

　岡野　 258－9200、林　 258－4809　

　Ｅメール：ikuo-hayashi@fiberbit.net

175,008円／

　ＮＰＯサイタマスポーツ会

30,000円／

　さいしん三芳会

27,112円／

　 ベルク藤久保店募金箱

15,000円／

　町づくりを考える会

14,845円／

　三芳老連新春演芸大会

12,050円／匿名

7,000円／

　ＡＳＡつるせ中央

1,500円／青山重和

1,500円／嶋村清

1,500円／新井泉

1,500円／林耐生

1,500円／匿名

（愛の福祉基金として）

車イス３台／

　イムス三芳総合病院

（物品寄附として）

－－－－－－－－－－社会福祉協議会

3,000円／匿名

（福祉の寄附として）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－福祉課

普
通
救
命
講
習
会

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
・
ド
ッ
ク

出
前
講
習
会
（
自
動
車
運
転

免
許
更
新
時
講
習
会
）
開
催

国
税
専
門
官
採
用
試
験

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

給
付
の
継
続
申
請
の
受
付

を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
警
察
官
募
集

埼
玉
県
食
品
表
示
調
査
員
募
集

性別 身長 体重 視力 色覚･聴力等

男性
cm
以上

kg
以上

両眼とも
裸眼視力
が 以
上、又は
矯正視力
が 以上
であるこ
と。

職務執行
に支障の
ない身体
･体力･色
覚及び聴
力である
こと。

女性
cm
以上

kg
以上

身体・体力基準



広報みよし No

■
「
み
ん
な
の
広
場
」
各
コ
ー
ナ
ー
へ
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

投
稿
は
、
「
住
所
」
「
氏
名
」
「
電
話
番
号
」
を
楷
書
で
忘
れ
ず
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

《
宛
先
》

　

【
俳
苑
・
歌
檀
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
広
場
】
…
各
コ
ー
ナ
ー
の
宛
先
へ
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

　

【
ク
イ
ズ
・
ア
ン
テ
ナ
・
ア
イ
ド
ル
・
み
よ
し
パ
レ
ッ
ト
！
・
そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　

あ
て
先
…
〒
３
５
４

－

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１ 

三
芳
町
役
場
政
策
秘
書
室

　
　
　
　
　
　

－

０
０
１
９
（
内
線

・

）　

－

１
０
５
４

　
　
　
　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

s
e
is
a
k
u
@
to
w
n
.s
a
ita
m
a
-m
iy
o
s
h
i.lg
.jp

■
携
帯
端
末
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ラ
イ
フ
バ
ス
の
時
刻
表
が
確
認
で
き

た
り
と
、
便
利
な
サ
イ
ト
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応

し
た
携
帯
電
話
で
読

み
取
る
と
簡
単
に
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

●
投
稿
先
・
林　

保　
（
三
芳
町
上
富
６
６
６

－

４
１
７
９
）

※ 

投
稿
は
官
製
は
が
き
で

日
ま
で
に

梅
寒
し
待
ち
し
に
見
せ
ぬ
花
の
色　

　
　
　

荻
原　

雅
夫

喰
積
や
泣
き
笑
ひ
し
て
や
や
の
膳　

　
　
　

荒
谷　

和
己

帰
り
来
て
余
寒
の
部
屋
の
む
な
し
さ
よ　

　

坂
田
ふ
み
子

利
休
忌
や
愛
弟
子
集
ふ
日
本
亭　

　
　
　
　

金
谷　

善
満

駅
ま
で
の
二
人
の
肩
の
朧
月　

　
　
　
　
　

川
口　

南
子

退
院
し
妻
の
手
料
理
春
近
し　

　
　
　
　
　

井
山　

　

登

葉
か
ら
葉
へ
雫
お
と
し
て
春
の
雪　

　
　
　

沼
並
そ
め
子

休
耕
田
下
萌
え
す
で
に
裂
け
目
よ
り　

　
　

田
中　

正
三

読
初
や
ト
ヨ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
詩
に
習
ふ　

　

針
田　

　

晃

静
か
な
る
窓
辺
に
日
差
し
小
六
月　

　
　
　

半
澤　

久
夫

病
上
り
親
の
手
を
引
く
余
寒
か
な　

　
　
　

下
原　

キ
イ

貰
い
湯
の
帰
る
屋
道
の
余
寒
か
な　

　
　
　

金
谷　

　

武

冴
え
返
る
日
々
励
ん
で
る
受
験
生　

　
　
　

桑
田　

光
治

春
立
つ
や
耳
遠
き
義
姉
百
二
歳　

　
　
　
　

重
田　

照
子

観
梅
や
町
よ
り
つ
づ
く
丘
の
上　

　
　
　
　

大
崎　

栄
子

ゆ
る
や
か
に
歩
み
進
め
て
梅
見
か
な　
　
　

佃　
　

浩
子

抜
け
道
の
山
茶
花
そ
つ
と
紅
こ
ぼ
す　
　
　

高
野　

嘉
子

金
婚
の
宴
と
も
重
な
る
午
祭　
　
　
　
　
　

平
井　

静
壷

外
濠
に
映
す
サ
ク
ラ
と
省
線
も　

　
　
　
　

渋
谷　

肖
子

早
春
や
光
が
届
く
部
屋
の
隅　
　
　
　
　
　

窪
田　

如
春

し
み
じ
み
と
太
陽
の
熱
あ
り
が
た
し
背
中
を
照
ら
す
元
日
の
朝中

村　

正
雄

松
の
内
過
ぎ
て
光
陰
矢
の
ご
と
し
大
切
に
生
き
ん
と
日
記
に
記
す

泉　
　

郁
子

お
だ
や
か
な
春
昼
下
り
テ
レ
ビ
で
は
高
校
バ
レ
ー
決
勝
戦
に
沸
く

内
藤　

歌
野

寒
中
の
バ
イ
パ
ス
添
い
に
五
分
咲
き
の
桜
み
つ
け
て
ス
ピ
ー
ド
落
と
す

祖
父
江
桂
子

毎
日
が
忘
れ
ら
れ
な
い
日
々
で
あ
る
寒
さ
も
な
ん
の
そ
の
春
は
近
づ
く

布
川　

明
男

老
い
の
日
々
孫
と
暮
ら
し
て
驚
き
ぬ
成
長
盛
り
の
記
憶
の
力

香
川
日
出
子

満
天
の
星
降
る
空
を
仰
ぎ
ゐ
て
ふ
と
浮
か
ぶ
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

西
尾　

慶
子

わ
が
思
い
書
き
込
ん
だ
日
記
帳
五
冊
た
ま
り
し
を
未
練
今
日
捨
て
る

村
上
美
奈
子

朝
目
覚
め
わ
れ
の
鼓
動
に
感
謝
す
る
休
み
な
い
各
部
よ
今
日
も
よ
ろ
し
く

折
田　

和
子

善
意
の
輪
津
々
浦
々
に
ひ
ろ
が
り
て
陽
光
差
し
込
む
世
と
な
り
嬉
し

八
重
倉
シ
ズ
エ

【
選
評
】
春
の
心
情
の
こ
も
っ
た
作
品
が
並
び
ま
し
た
。
投
稿
先
が
変
わ
り
、
選
歌
を

ま
た
椎
名
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
の
び
の
び
と
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。
多

少
表
現
を
修
正
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
御
了
承
願
い
ま
す
。（
椎
名
恒
治
）

●
選
者　

椎
名
恒
治
（
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
参
与
）

　

投
稿
先　

吉
田
和
代　
（
三
芳
町
藤
久
保

三
八
四
七

－

二
五　

258

－

３
８
５
６
）

　この広場では、不用品情報（「ゆずります」・「ゆず

ってください」）を紹介しています。モノを買う前・捨

てる前に、ぜひご利用ください。

 ゆずります／雛人形５段飾り／吉徳大光３段飾り雛人

形／学研グランド現代百科事典

 ゆずってください／三芳中学校女子制服／マットレス

付き折りたたみベット／自転車（24インチ以上）／

三輪車（男の子用）

【 投稿】電話・ハガキ・ＦＡＸ・Ｅメールで、環境産業

課環境対策係まで

（内線216～218）　ＦＡＸ274－1052

  Ｅメール　kankyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp

広 報 ク イ ズ
【問題１】女性消防団員が活動として演奏する楽
器は？
　 ラッパ　 フルート　 バイオリン
【問題２】図書館の本棚で、今月特集されている
動物は？
　 犬　 パンダ　 ライオン
【問題３】２月 27日に開催された入間東部駅伝
大会。スタート地点は「何」中学校？
　 三芳　 大井東　 富士見
【応募要領】官製はがきに、答え、住所、氏名、年齢、
職業と「広報みよし」の感想を書いて、４月 15
日までに（当日消印有効）
【１月号の答え】
問題１－ 　問題２－ 　問題３－
（応募総数 21通、正解 19通）
【正解者】記念品を全問正解者 5人に。広報クイ
ズ正解者の発表は、当選者への賞品の発送をもっ
て代えさせていただきます。

●
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
ス
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
▽
日
時
／
４
月
17

日

、
午
後
６
時
〜
９
時
▽

場
所
／
町
総
合
体
育
館
多
目
的

室
▽
会
費
／
千
円
（
飲
物
付
）

▽
内
容
／
講
師
と
会
員
に
よ
る

デ
モ
、
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
他

▽
主
催
／
社
交
ダ
ン
ス
ス
タ

ー
ダ
ス
ト
▽
連
絡
先
／
河
本

０
４
８

469

１
７
６
９

●
三
芳
野
草
の
会
▽
春
の
山
野

草
展
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。
▽
日
時
／
４
月

23
日

〜
24
日

、
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
▽
場
所
／
藤
久
保

公
民
館
ロ
ビ
ー
▽
連
絡
先
／
小

島

258

８
３
５
４

●
峠
山
の
会
▽
公
開
ハ
イ
キ
ン

グ
「
赤
城
山
（
鍋
割
１
３
３
２

ｍ
）
」
群
馬
県
▽
赤
城
山
の
南

西
麓
に
位
置
す
る
な
だ
ら
か
な

山
、
奥
日
光
や
尾
瀬
な
ど
360
度

の
眺
望
は
見
事
。
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
や
ア
カ
ヤ
シ
オ
に
彩
ら
れ
た

新
緑
の
山
歩
き
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
▽
日
時
／
５
月
14
日

、

鶴
瀬
駅
西
口
藤
棚
前
６
時
出
発

（
バ
ス
45
人
乗
り
１
台
）
▽
歩

行
時
間
／
約
３
時
間
（
初
級
者

向
け
）
▽
費
用
／
５
千
円
▽
説

明
会
／
５
月
10
日

、
鶴
瀬
コ

ミ
セ
ン
午
後
７
時
▽
連
絡
先
／

高
草
木

266

２
７
１
２

●
木
嶺
俳
句
会
「
初
心
者
俳
句

講
座
」
▽
こ
れ
か
ら
俳
句
を
始

め
た
い
と
い
う
方
々
の
た
め
の

講
座
で
す
。
▽
日
時
／
５
月
12

日
・
19
日
・
26
日
、
午
後
１
時

〜
４
時
▽
場
所
／
サ
ン
ラ
イ
ト

ホ
ー
ル
（
鶴
瀬
駅
ビ
ル
・
富
士

見
市
役
所
出
張
所
内
）
▽
講
師

／
斎
藤
道
正
（
爽
樹
俳
句
会
役

員
等
）
▽
受
講
料
／
無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
千
円
）
▽
持
参
品
／

筆
記
用
具
・
大
学
ノ
ー
ト
▽
連

絡
先
／
斉
藤

251

９
９
２
８

●
み
ず
え
の
会
▽
水
彩
、
油
絵
、

パ
ス
テ
ル
、
色
鉛
筆
等
、
各
々

が
自
由
に
画
材
を
持
ち
込
み
、

好
き
に
描
い
て
い
ま
す
。
▽
日

時
／
第
１
・
４
火
曜
日
、
午
前

９
時
〜
11
時
30
分
▽
場
所
／
中

央
公
民
館
２
階
学
習
室
▽
会
費

／
月
５
百
円
▽
行
事
／
中
央
・

藤
久
保
公
民
館
の
文
化
祭
に
出

品
（
全
員
）
、
写
生
会
（
年
１

〜
２
回
）
▽
連
絡
先
／
佐
藤

258

０
６
５
３
、
小
林

257

２
９
３
５

●
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
は
、
一
曲
ご

と
に
指
示
用
語
で
踊
る
社
交
ダ

ン
ス
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
仲
間

づ
く
り
の
つ
も
り
で
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
金
曜
日
に
補
習

も
し
て
い
ま
す
。
▽
日
時
／
毎

週
水
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

▽
場
所
／
藤
久
保
３
区
第
２
集

会
所
（
三
芳
診
療
所
近
く
）
▽

会
費
／
月
２
千
円
▽
連
絡
先
／

泉

080

６
５
８
５

９
１
８
８

お
い
で
く
だ
さ
い

あなたから
あなたへ

会
員
募
集

点訳サークル「とんとん」

　

視
覚
障
害
者
の
方
が
、
活
字
を
読
む
代
わ
り
と
し
て
用
い
る
「
点

字
」
。
し
か
し
、
点
字
図
書
は
一
般
の
書
店
で
は
販
売
し
て
い
な
い

た
め
、
誰
か
が
製
作
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

三
芳
町
で
、
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
字
一
字
一
句
を
点
訳
し
て
い
る

「
と
ん
と
ん
」
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
こ
の
「
広
報
み
よ
し
」
の

一
部
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
情
報
誌
、
依
頼
さ
れ
た
本
の
点
訳
や
、

学
校
で
の
福
祉
体
験
授
業
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
初
心
者
向
け
に
講
習
会
を
行

う
そ
う
で
す
。
点
字
に
興
味
の
あ
る
方
、

こ
の
機
会
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【竹間沢】

石塚虎
こ た ろ う

太朗ちゃん（８か月）

ママのお顔、カメラで隠してる

の？近づいて覗いてみよォ～♪

【藤久保】

大塚颯
さつま

真ちゃん（２歳）

ゾウさん大好き！！

いつも一緒です☆

29

【
募
集
要
項
】
ア
イ
ド
ル
…
１
人
に
つ
き
１
回
。
未
就
学
児
限
定
（
た
だ
し
、初
め
て
の

未
就
学
児
と
一
緒
に
写
っ
て
い
れ
ば
、
２
回
目
・
小
学
生
も
可
。
）
順
次
掲
載
。
ア
ン
テ

★
三
芳
町
が
藍
の
一
大
生
産
地

で
あ
っ
た
と
は
、
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
技
術
が
復
活
で
き
た

ら
素
晴
ら
し
い
で
す
が
、
難
し

い
の
で
し
ょ
う
ね
。
（
藤
久
保

Ｉ
さ
ん
）

★
狂
犬
病
予
防
注
射
の
時
期
で

す
ね
。
飼
い
主
の
中
に
は
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
事
を

知
ら
な
い
人
や
知
っ
て
い
て
も

受
け
な
い
人
が
い
る
と
か
…
三

芳
町
の
愛
犬
家
の
中
に
そ
う
い

う
人
が
い
な
い
こ
と
を
信
じ
て

い
ま
す
。
（
藤
久
保
Ｈ
さ
ん
）

日時　５／18,25

　　６／1,15,22 の全５回

　　13：30～15：30

（全てに出席できなくてもＯＫ）

場所　藤久保公民館学習室

持ち物　筆記用具

費用　1050円（テキスト代）

定員　20名（４／30 締切）

申し込み　保坂 259－2483

ナ
・
み
よ
し
パ
レ
ッ
ト
！
…
宗
教
団
体
・
政
治
団
体
・
営
利
目
的
（
営

利
団
体
を
含
む
）
の
投
稿
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
１
団
体
に
つ
き
、
年

間
１
回
（
ア
ン
テ
ナ
は
年
間
２
回
）
ま
で
。
（
先
着
順
）
※
紙
面
の
都
合
上
、
要
点
の
み
の

掲
載
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


